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今定例会は、8月29日（火）から9月15日（金）までの18
日間の会期で開かれました。市長から提出された議案25
件、報告３件をすべて可決・認定しました。

また、議会議案として「道路整備に係る補助率等の嵩
上げ措置の継続を求める意見書」「「全国森林環境税」の
創設に関する意見書」「北朝鮮による核・ミサイル問題の
早期解決への意見書」を提出し、可決しました。

主な議案の内容は以下のとおりです。

　平成29年度能美市一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞ
れ1億5,700万円を追加し、予算の総額が227億1,800万円となりました。
　気象警報等が頻発される傾向にある中、災害対策本部を設置することと
なった際に、気象台等の防災情報や河川監視カメラの動画等を一元的に閲
覧・監視できる体制を整備する経費として870万円が追加補正されました。
　なお、その他の一般会計補正予算の主な内容については次のとおりです。

　●健康増進対策事業（20万円）
　　禁煙外来治療費の一部助成費
　●和気小学校非構造部材耐震補強事業（270万円）
　　 体育館の吊り天井や照明等の落下防止工事の実施設計費

平成29年9月定例会

●平成29年度能美市一般会計補正予算（第3号）

災害対策体制の強化費として870万円を追加補正

●能美市水道事業給水条例の一部を改正する条例

平成30年４月から水道料金が改定されます

ックアップピ

実質収支は５億6,729万9,840円の黒字決算に
　平成28年度一般会計決算は、歳入総額239億2,585万4,641円に対し、歳出総額230億8,496万3,483円と
なりました。歳入歳出差し引き８億4,089万1,158円から翌年度への繰越財源２億7,359万1,318円を差し引
いた実質収支は、５億6,729万9,840円の黒字決算となり、このうち２億9,000万円を財政調整基金に積み
立て、残り２億7,729万9,840円を翌年度へ繰り越すこととなりました。

　地下水位低下対策や水道施設の耐震化、老朽管更新の実施及び石川県水道用水供給事業からの恒久受水等
によって今後必要となる費用を賄えるよう平成30年４月から水道料金が改定されることになります。

●平成28年度能美市一般会計決算

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長は採決に加わりません。
「全国森林環境税」の創設に関する意見書で近藤啓子議員は棄権
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能美市水道事業給水条例の一部を改正する条例 

工事委託契約の締結についての議決事項の変更 

平成28年度能美市一般会計歳入歳出決算認定 

平成28年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

平成28年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定 

「全国森林環境税」の創設に関する意見書 

安保法制の廃止を求める請願 

一般家庭の水道料金値上げ中止を求める請願書 
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　市長から提出された議案や請願は、４つの常任委員会
に付託し、より詳細な審査を行っています。主な審査内容
は次のとおりです。

平成29年度
一般会計補正予算

●災害対策本部機能強化費
Q　災害情報を一元的に閲覧・監視するとは
どういうことか
A　災害対策本部に集約される河川監視カメ

ラの動画映像や土砂災害情報システムから
の土壌雨量指数等、複数の情報を１つの画
面に映し出すことが可能となり、適切かつ
迅速な対応ができる。

●健康増進対策事業
Q　対象となる条件はあるのか。周知方法は
どうするのか
A　禁煙外来治療終了証明書が必要。周知は、

広報誌やホームページに掲載するほか、母
子健康手帳を交付する際、家族に喫煙者が
いる場合等は個別にお知らせする。

●和気小学校非構造部材耐震補強事業
Q　窓ガラスの飛散防止工事も含まれている
のか。工事はいつ頃予定しているのか
A　窓ガラスには飛散防止フィルムを貼る予

定。工事は、来年の７月下旬から約２か月
間を予定している。

平成28年度
一般会計決算

●災害被災地支援事業
Q　被災地への職員派遣は継続的に実施する
のか
A　継続的な派遣は予定していないが、県か

らの要請があれば、その都度検討する。

●観光情報発信強化事業
Q　空撮動画撮影の内容はどういうものか
A　根上グリーンビーチや能美古墳群、九谷

陶芸村、蟹淵等を空から撮影し、能美市の
魅力を５分間にまとめた動画である。

●個人番号カード有効利用事業
Q　コンビニ交付の利用件数は何件か
A　平成28年度は393件であった。

●災害対策設備等整備費
Q　現在、備蓄されている食料は何食分か
A　平成28年度では、ビスケットやアルファ米

を購入。現時点で29,970食を備蓄している。

一般家庭の水道料金値上げ中止
を求める請願書

施設の老朽化対策や県水の恒久受水等
相当の理由がある。この原資を水道料
金の値上げなしにどう確保できるのか。

内部留保資金は将来的に必要な資金。これに
手を付けるべきではない。

段階的な引き上げであるが３年後には
21円の引き上げとなる。水道料金の引
き上げは市民の暮らしにおいて影響は

大きい。

能美市辰口学習会館条例を廃止
する条例
新しい市立博物館の建設に伴い、現在の博
物館に隣接する辰口学習会館も取り壊すこととした
ため、条例を廃止するもの

Q　能美市合併から現在まで、どのように使
用されたか
A　博物館の収蔵庫、発掘された遺物の整理、

図書の書庫などに活用してきた。

石川県市町村消防賞じゅつ金組
合規約の変更
賞じゅつ金組合に加入していた「能美広域
事務組合」が平成29年3月31日付けで解散したた
め、その組合から脱退するもの

Q　組合の脱退に伴い、負担金の割戻金が
あったのか
A　組合の運営は、市町村等から負担金なしで行

われている現状であり、負担金支払いの必要が
なかったこと等から割戻金もない。

Q　消防団員の補償内容に変更はあるのか
A　補償内容に変更はない。

委員会審査報告

東　　正幸、田中策次郎
仙台　謙三

議長を除く全議員

近藤　啓子、嵐　　昭夫
森　　善克、田中大佐久

杉田　隆一、居村　清二
北村　周士山本　　悟

開道　昌信

近藤　　博

米田　敏勝

南山　修一

北野　　哲

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

森　　善克居村　清二予算決算

教育
福祉

産業
経済

予算
決算

総　務

賛成
討論

反対
討論

▲災害対策本部を立ち上げ、被害状況等を画像
　で確認する市職員
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今定例会は、8月29日（火）から9月15日（金）までの18
日間の会期で開かれました。市長から提出された議案25
件、報告３件をすべて可決・認定しました。

また、議会議案として「道路整備に係る補助率等の嵩
上げ措置の継続を求める意見書」「「全国森林環境税」の
創設に関する意見書」「北朝鮮による核・ミサイル問題の
早期解決への意見書」を提出し、可決しました。

主な議案の内容は以下のとおりです。

　平成29年度能美市一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞ
れ1億5,700万円を追加し、予算の総額が227億1,800万円となりました。
　気象警報等が頻発される傾向にある中、災害対策本部を設置することと
なった際に、気象台等の防災情報や河川監視カメラの動画等を一元的に閲
覧・監視できる体制を整備する経費として870万円が追加補正されました。
　なお、その他の一般会計補正予算の主な内容については次のとおりです。

　●健康増進対策事業（20万円）
　　禁煙外来治療費の一部助成費
　●和気小学校非構造部材耐震補強事業（270万円）
　　 体育館の吊り天井や照明等の落下防止工事の実施設計費

平成29年9月定例会

●平成29年度能美市一般会計補正予算（第3号）

災害対策体制の強化費として870万円を追加補正

●能美市水道事業給水条例の一部を改正する条例

平成30年４月から水道料金が改定されます

ックアップピ

実質収支は５億6,729万9,840円の黒字決算に
　平成28年度一般会計決算は、歳入総額239億2,585万4,641円に対し、歳出総額230億8,496万3,483円と
なりました。歳入歳出差し引き８億4,089万1,158円から翌年度への繰越財源２億7,359万1,318円を差し引
いた実質収支は、５億6,729万9,840円の黒字決算となり、このうち２億9,000万円を財政調整基金に積み
立て、残り２億7,729万9,840円を翌年度へ繰り越すこととなりました。

　地下水位低下対策や水道施設の耐震化、老朽管更新の実施及び石川県水道用水供給事業からの恒久受水等
によって今後必要となる費用を賄えるよう平成30年４月から水道料金が改定されることになります。

●平成28年度能美市一般会計決算

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長は採決に加わりません。
「全国森林環境税」の創設に関する意見書で近藤啓子議員は棄権
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能美市水道事業給水条例の一部を改正する条例 

工事委託契約の締結についての議決事項の変更 

平成28年度能美市一般会計歳入歳出決算認定 

平成28年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

平成28年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定 

「全国森林環境税」の創設に関する意見書 

安保法制の廃止を求める請願 

一般家庭の水道料金値上げ中止を求める請願書 
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　市長から提出された議案や請願は、４つの常任委員会
に付託し、より詳細な審査を行っています。主な審査内容
は次のとおりです。

平成29年度
一般会計補正予算

●災害対策本部機能強化費
Q　災害情報を一元的に閲覧・監視するとは
どういうことか
A　災害対策本部に集約される河川監視カメ

ラの動画映像や土砂災害情報システムから
の土壌雨量指数等、複数の情報を１つの画
面に映し出すことが可能となり、適切かつ
迅速な対応ができる。

●健康増進対策事業
Q　対象となる条件はあるのか。周知方法は
どうするのか
A　禁煙外来治療終了証明書が必要。周知は、

広報誌やホームページに掲載するほか、母
子健康手帳を交付する際、家族に喫煙者が
いる場合等は個別にお知らせする。

●和気小学校非構造部材耐震補強事業
Q　窓ガラスの飛散防止工事も含まれている
のか。工事はいつ頃予定しているのか
A　窓ガラスには飛散防止フィルムを貼る予

定。工事は、来年の７月下旬から約２か月
間を予定している。

平成28年度
一般会計決算

●災害被災地支援事業
Q　被災地への職員派遣は継続的に実施する
のか
A　継続的な派遣は予定していないが、県か

らの要請があれば、その都度検討する。

●観光情報発信強化事業
Q　空撮動画撮影の内容はどういうものか
A　根上グリーンビーチや能美古墳群、九谷

陶芸村、蟹淵等を空から撮影し、能美市の
魅力を５分間にまとめた動画である。

●個人番号カード有効利用事業
Q　コンビニ交付の利用件数は何件か
A　平成28年度は393件であった。

●災害対策設備等整備費
Q　現在、備蓄されている食料は何食分か
A　平成28年度では、ビスケットやアルファ米

を購入。現時点で29,970食を備蓄している。

一般家庭の水道料金値上げ中止
を求める請願書

施設の老朽化対策や県水の恒久受水等
相当の理由がある。この原資を水道料
金の値上げなしにどう確保できるのか。

内部留保資金は将来的に必要な資金。これに
手を付けるべきではない。

段階的な引き上げであるが３年後には
21円の引き上げとなる。水道料金の引
き上げは市民の暮らしにおいて影響は

大きい。

能美市辰口学習会館条例を廃止
する条例
新しい市立博物館の建設に伴い、現在の博
物館に隣接する辰口学習会館も取り壊すこととした
ため、条例を廃止するもの

Q　能美市合併から現在まで、どのように使
用されたか
A　博物館の収蔵庫、発掘された遺物の整理、

図書の書庫などに活用してきた。

石川県市町村消防賞じゅつ金組
合規約の変更
賞じゅつ金組合に加入していた「能美広域
事務組合」が平成29年3月31日付けで解散したた
め、その組合から脱退するもの

Q　組合の脱退に伴い、負担金の割戻金が
あったのか
A　組合の運営は、市町村等から負担金なしで行

われている現状であり、負担金支払いの必要が
なかったこと等から割戻金もない。

Q　消防団員の補償内容に変更はあるのか
A　補償内容に変更はない。

委員会審査報告

東　　正幸、田中策次郎
仙台　謙三

議長を除く全議員

近藤　啓子、嵐　　昭夫
森　　善克、田中大佐久

杉田　隆一、居村　清二
北村　周士山本　　悟

開道　昌信

近藤　　博

米田　敏勝

南山　修一

北野　　哲

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

森　　善克居村　清二予算決算

教育
福祉

産業
経済

予算
決算

総　務

賛成
討論

反対
討論

▲災害対策本部を立ち上げ、被害状況等を画像
　で確認する市職員
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九
谷
焼
利
用
飲
食
店
認
定

観
光
客
へ
九
谷
焼
の
本
場
と
し
て

発
信
を
行
う
た
め
、
九
谷
焼
食
器

を
使
う
飲
食
店
を
「
九
谷
焼
利
用
の

店
」
と
認
定
し
、
九
谷
焼
食
器
利
用
推

進
と
購
入
を
支
援
で
き
な
い
か

市
内
の
飲
食
店
は
も
と
よ
り
能
美

市
全
体
が
九
谷
焼
の
産
地
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
ら
れ
市
民
も
そ
れ
を
誇
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
訪
れ
た
方
々
に

も
伝
わ
り
、
能
美
市
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
九
谷
焼
食

器
を
使
う
お
店
の
認
定
の
推
進
や
食
器

購
入
の
支
援
に
つ
い
て
九
谷
焼
業
界
や

飲
食
店
等
の
方
々
と
検
討
す
る
。

 

窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上

「
い
い
笑
顔
と
い
い
あ
い
さ
つ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」
の
今
後
の

展
開
と
、
指
定
管
理
や
業
務
委
託
先
に

も
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
研
修
を
市
が
責
任

を
も
っ
て
広
げ
て
は
ど
う
か

日
本
一
明
る
い
市
役
所
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
今
年
は

年
２
回
研
修
を
実
施
、
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
職
員
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
。
指
定
管
理
者
及
び
業
務
委
託
先
に

広
げ
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
事
と
考
え

実
施
方
法
を
協
議
し
検
討
す
る
。

 

男
女
共
同
参
画
推
進

各
種
女
性
団
体
が
交
流
や
意
見
交

換
し
女
性
活
躍
の
情
報
発
信
が
出

来
る
よ
う
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

事
業
委
託
し
男
女
共
同
参
画
市
民
活
動

を
活
性
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

今
後
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
を

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
女
性
の
士
気

を
高
め
る
と
と
も
に
仕
事
に
携
わ
る
女

性
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
11
月
に
は

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
講

演
会
と
寺
井
高
校
生
に
よ
る
学
習
発
表

を
計
画
し
て
い
る
。
活
動
拠
点
を
設
け

事
業
展
開

し
て
い
く

の
は
難
し

く
、
石
川

県
女
性
セ

ン
タ
ー
の

活
用
を
推

進
し
て
い

き
た
い
。

QA

QQA A

▲男女共同参画推進委員と寺井高校生がワーク
　ライフバランス等について共同学習しました

田中 策次郎 議員
能美保守の会

問質般一

企
業
誘
致
は
能
美
市
の
発
展
に

と
っ
て
重
要
で
か
つ
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
。
市
内
に
新
た
な
企
業
が
立

地
す
る
こ
と
で
投
資
や
経
済
取
引
が
拡

大
す
る
等
様
々
な
効
果
が
生
ま
れ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
企
業
誘
致
は
、
特
定
企

業
へ
の
依
存
度
を
分
散
し
、
ト
レ
ン
ド

の
波
に
翻
弄
さ
れ
な
い
よ
う
多
様
な
業

種
の
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
い
。

５
億
円
の
助
成
金
の
返
還
に
関
し

て
は
ど
う
対
応
す
る
の
か

能
美
工
場
休
止
及
び
工
場
再
開
等

に
向
け
て
詳
細
な
内
容
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
確
認
し
た
上
で
精
査
し
、

適
切
な
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

工
場
が
休
止
の
場
合
、
能
美
市
の

影
響
は

交
付
税
の
補
填
見
込
み
額
は
、
地

方
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
、
金
額

を
回
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
な
お
、
土
地
及
び
建
物
の
固
定
資
産

税
及
び
都
市
計
画
税
は
、
工
場
休
止
後

も
継
続
し
て
納
税
さ
れ
る
。

 

副
市
長
の
所
信

本
市
の
行
政
運
営
を
円
滑
に
、
ま

た
安
定
す
る
思
い
は

県
庁
で
培
っ
た
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
全
て
出
し
切
り
、
能
美
市
の
発

展
と
安
定
し
た
行
政
運
営
の
た
め
に
全

身
全
霊
を
傾
け
て
努
め
る
と
と
も
に
、

能
美
市
と
石
川
県
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

能
美
市
の
課
題
解
決
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

副
市
長
に
就
任
し
て
２
カ
月
が
た

ち
、
各
部
署
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
終

え
て
課
題
や
方
向
性
が
見
え
て
き
た
。

　
市
長
に
負
け
な
い
よ
う
な
熱
い
気
持

ち
で
、
市
長
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
補

佐
役
と
し
て
支
え
て
い
く
。
ま
た
市
民

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
市
の
課
題

に
真
摯
に
取
り
組
み
、
そ
の
課
題
解
決

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

Ｊ
Ｄ
Ｉ
能
美
工
場

企
業
誘
致
の
あ
り
方
を
見
直
す
考

え
は
あ
る
の
か

QAQQ A

AQQ AA

活
習
慣
や
文
化
を
理
解
し
相
互
に
学
び

合
う
な
ど
、
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
が

貴
重
な
体
験
を
将
来
に
生
か
し
、
国
際

社
会
の
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
へ

と
つ
な
が
り
、
両
市
の
発
展
と
繁
栄
、

ま
た
両
国
の
永
遠
の
平
和
と
友
好
関
係

が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

今
後
の
姉
妹
都
市
交
流
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か

６
月
に
策
定
し
た
第
２
次
能
美
市

総
合
計
画
に
、
姉
妹
都
市
・
姉
妹

校
交
流
の
推
進
と
し
て
、
公
式
代
表
団

及
び
少
年
親
善
使
節
団
の
継
続
的
な
交

流
を
う
た
っ
て
い
る
。

　
こ
の
総
合
計
画
に
沿
い
、
先
人
の
皆

様
の
長
年
に
わ
た
る
交
流
へ
の
ご
努
力
、

そ
し
て
大
き
な
成
果
を
も
と
に
姉
妹
都

市
交
流
を
力
強
く
推
進
し
、
こ
の
交
流

の
輪
が
大
き
く
広
が
り
未
来
に
つ
な

が
っ
て
い
く
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

 

姉
妹
都
市
交
流

先
般
、
市
長
は
、
ロ
シ
ア
シ
ェ
レ

ホ
フ
市
を
訪
問
さ
れ
た
。
長
い
歴

史
の
あ
る
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
姉
妹
都

市
交
流
に
お
い
て
、
市
長
は
、
ど
の
よ

う
な
感
想
を
持
た
れ
た
の
か

今
回
の
訪
問
で
は
「
平
和
と
友

情
」
を
合
い
言
葉
に
旧
根
上
町
時

代
か
ら
地
道
に
続
け
ら
れ
た
積
極
的
な

草
の
根
で
の
友
好
活
動
に
よ
っ
て
、
両

市
並
び
に
両
国
の
信
頼
関
係
の
礎
が
築

き
上
げ
ら
れ
、
両
市
の
き
ず
な
が
深
め

て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
た
。
同
時
に
、
森
茂
喜
氏
の
思
い

を
受
け
継
が
れ
た
先
人
の
皆
様
の
長
年

に
わ
た
る
こ
の
交
流
へ
の
ご
努
力
に
対

し
て
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
今

後
も
引
き
続
き
こ
の
姉
妹
都
市
交
流
の

輪
を
広
げ
未
来
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
交
流
の

ほ
か
、
中
学
校
の
国
際
交
流
事
業
と
し

て
毎
年
交
互
に
姉
妹
校
の
大
徳
中
学
校

並
び
に
培
材
中
学
校
と
少
年
親
善
使
節

団
の
受
け
入
れ
と
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
友
好
交
流
を
通
じ
て
、
異
な
る
生

QA

QA

杉田 隆一 議員
能美保守の会

田中 大佐久 議員
能美保守の会

問質般一

　９月15日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の
意見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

　水道料金の改定は、暮らしを直撃するものである。平均的な家庭で、年間約5,000円の負担増と
なる。水道水は、何の利益を生み出すものでもなく、生活の必需品であり、命にかかわるものである。
　年金が目減りし、医療や介護負担がふえ、生活苦と将来不安がうずまっている時に、傷口に塩をぬ
るようなことをすべきではない。
　また、平成28年度末で３％以上の利息の起債残高は、約５億９000万円である。政府に対して借
り換えの要望を行い、健全経営の努力をすることと合わせ、今後進める老朽管更新、耐震化工事へ
の補助金要請を、国や県に行い、市民への負担軽減を図るべきである。
　これらの観点から水道料金の引き上げには賛同できない。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛  成
近藤　 博

議 員
(能美保守の会)

●市長提出の全議案

●能美市水道事業給水条例の一部を改正する条例

　水道料金の改定は、地下水位低下に係る対策事業や水道施設の耐震化、老朽管更新の実施及
び石川県水道用水供給事業からの恒久受水等によって今後必要となる費用を賄えるようにする
ものである。
　内部留保資金があるから値上げをしなくても大丈夫との意見もあるが、水道事業会計の問題を
家庭に置き換えると「将来、自宅の修繕の為の資金に手を付けてこの場はしのげればいい」「いつ
までも親からの援助を頼ればよい」など、ツケを後回ししようと言っているようにしか聞こえない。
　地下水は、住みよさにもつながり、重要で大切な地域資源。末代まで残していかねばならない。
　市民に分かり易い説明を行うとともに、経営の効率化を更に図ることをお願いし、全ての議案に
賛同する。

▲シェレホフ市長から記念品を受け取る
　井出市長
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九
谷
焼
利
用
飲
食
店
認
定

観
光
客
へ
九
谷
焼
の
本
場
と
し
て

発
信
を
行
う
た
め
、
九
谷
焼
食
器

を
使
う
飲
食
店
を
「
九
谷
焼
利
用
の

店
」
と
認
定
し
、
九
谷
焼
食
器
利
用
推

進
と
購
入
を
支
援
で
き
な
い
か

市
内
の
飲
食
店
は
も
と
よ
り
能
美

市
全
体
が
九
谷
焼
の
産
地
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
ら
れ
市
民
も
そ
れ
を
誇
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
訪
れ
た
方
々
に

も
伝
わ
り
、
能
美
市
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
九
谷
焼
食

器
を
使
う
お
店
の
認
定
の
推
進
や
食
器

購
入
の
支
援
に
つ
い
て
九
谷
焼
業
界
や

飲
食
店
等
の
方
々
と
検
討
す
る
。

 

窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上

「
い
い
笑
顔
と
い
い
あ
い
さ
つ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」
の
今
後
の

展
開
と
、
指
定
管
理
や
業
務
委
託
先
に

も
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
研
修
を
市
が
責
任

を
も
っ
て
広
げ
て
は
ど
う
か

日
本
一
明
る
い
市
役
所
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
今
年
は

年
２
回
研
修
を
実
施
、
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
職
員
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
。
指
定
管
理
者
及
び
業
務
委
託
先
に

広
げ
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
事
と
考
え

実
施
方
法
を
協
議
し
検
討
す
る
。

 

男
女
共
同
参
画
推
進

各
種
女
性
団
体
が
交
流
や
意
見
交

換
し
女
性
活
躍
の
情
報
発
信
が
出

来
る
よ
う
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

事
業
委
託
し
男
女
共
同
参
画
市
民
活
動

を
活
性
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

今
後
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
を

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
女
性
の
士
気

を
高
め
る
と
と
も
に
仕
事
に
携
わ
る
女

性
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
11
月
に
は

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
講

演
会
と
寺
井
高
校
生
に
よ
る
学
習
発
表

を
計
画
し
て
い
る
。
活
動
拠
点
を
設
け

事
業
展
開

し
て
い
く

の
は
難
し

く
、
石
川

県
女
性
セ

ン
タ
ー
の

活
用
を
推

進
し
て
い

き
た
い
。

QA

QQA A

▲男女共同参画推進委員と寺井高校生がワーク
　ライフバランス等について共同学習しました

田中 策次郎 議員
能美保守の会

問質般一

企
業
誘
致
は
能
美
市
の
発
展
に

と
っ
て
重
要
で
か
つ
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
。
市
内
に
新
た
な
企
業
が
立

地
す
る
こ
と
で
投
資
や
経
済
取
引
が
拡

大
す
る
等
様
々
な
効
果
が
生
ま
れ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
企
業
誘
致
は
、
特
定
企

業
へ
の
依
存
度
を
分
散
し
、
ト
レ
ン
ド

の
波
に
翻
弄
さ
れ
な
い
よ
う
多
様
な
業

種
の
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
い
。

５
億
円
の
助
成
金
の
返
還
に
関
し

て
は
ど
う
対
応
す
る
の
か

能
美
工
場
休
止
及
び
工
場
再
開
等

に
向
け
て
詳
細
な
内
容
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
確
認
し
た
上
で
精
査
し
、

適
切
な
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

工
場
が
休
止
の
場
合
、
能
美
市
の

影
響
は

交
付
税
の
補
填
見
込
み
額
は
、
地

方
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
、
金
額

を
回
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
な
お
、
土
地
及
び
建
物
の
固
定
資
産

税
及
び
都
市
計
画
税
は
、
工
場
休
止
後

も
継
続
し
て
納
税
さ
れ
る
。

 

副
市
長
の
所
信

本
市
の
行
政
運
営
を
円
滑
に
、
ま

た
安
定
す
る
思
い
は

県
庁
で
培
っ
た
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
全
て
出
し
切
り
、
能
美
市
の
発

展
と
安
定
し
た
行
政
運
営
の
た
め
に
全

身
全
霊
を
傾
け
て
努
め
る
と
と
も
に
、

能
美
市
と
石
川
県
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

能
美
市
の
課
題
解
決
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

副
市
長
に
就
任
し
て
２
カ
月
が
た

ち
、
各
部
署
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
終

え
て
課
題
や
方
向
性
が
見
え
て
き
た
。

　
市
長
に
負
け
な
い
よ
う
な
熱
い
気
持

ち
で
、
市
長
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
補

佐
役
と
し
て
支
え
て
い
く
。
ま
た
市
民

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
市
の
課
題

に
真
摯
に
取
り
組
み
、
そ
の
課
題
解
決

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

Ｊ
Ｄ
Ｉ
能
美
工
場

企
業
誘
致
の
あ
り
方
を
見
直
す
考

え
は
あ
る
の
か

QAQQ A

AQQ AA

活
習
慣
や
文
化
を
理
解
し
相
互
に
学
び

合
う
な
ど
、
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
が

貴
重
な
体
験
を
将
来
に
生
か
し
、
国
際

社
会
の
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
へ

と
つ
な
が
り
、
両
市
の
発
展
と
繁
栄
、

ま
た
両
国
の
永
遠
の
平
和
と
友
好
関
係

が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

今
後
の
姉
妹
都
市
交
流
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か

６
月
に
策
定
し
た
第
２
次
能
美
市

総
合
計
画
に
、
姉
妹
都
市
・
姉
妹

校
交
流
の
推
進
と
し
て
、
公
式
代
表
団

及
び
少
年
親
善
使
節
団
の
継
続
的
な
交

流
を
う
た
っ
て
い
る
。

　
こ
の
総
合
計
画
に
沿
い
、
先
人
の
皆

様
の
長
年
に
わ
た
る
交
流
へ
の
ご
努
力
、

そ
し
て
大
き
な
成
果
を
も
と
に
姉
妹
都

市
交
流
を
力
強
く
推
進
し
、
こ
の
交
流

の
輪
が
大
き
く
広
が
り
未
来
に
つ
な

が
っ
て
い
く
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

 

姉
妹
都
市
交
流

先
般
、
市
長
は
、
ロ
シ
ア
シ
ェ
レ

ホ
フ
市
を
訪
問
さ
れ
た
。
長
い
歴

史
の
あ
る
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
姉
妹
都

市
交
流
に
お
い
て
、
市
長
は
、
ど
の
よ

う
な
感
想
を
持
た
れ
た
の
か

今
回
の
訪
問
で
は
「
平
和
と
友

情
」
を
合
い
言
葉
に
旧
根
上
町
時

代
か
ら
地
道
に
続
け
ら
れ
た
積
極
的
な

草
の
根
で
の
友
好
活
動
に
よ
っ
て
、
両

市
並
び
に
両
国
の
信
頼
関
係
の
礎
が
築

き
上
げ
ら
れ
、
両
市
の
き
ず
な
が
深
め

て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
た
。
同
時
に
、
森
茂
喜
氏
の
思
い

を
受
け
継
が
れ
た
先
人
の
皆
様
の
長
年

に
わ
た
る
こ
の
交
流
へ
の
ご
努
力
に
対

し
て
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
今

後
も
引
き
続
き
こ
の
姉
妹
都
市
交
流
の

輪
を
広
げ
未
来
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
交
流
の

ほ
か
、
中
学
校
の
国
際
交
流
事
業
と
し

て
毎
年
交
互
に
姉
妹
校
の
大
徳
中
学
校

並
び
に
培
材
中
学
校
と
少
年
親
善
使
節

団
の
受
け
入
れ
と
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
友
好
交
流
を
通
じ
て
、
異
な
る
生

QA

QA

杉田 隆一 議員
能美保守の会

田中 大佐久 議員
能美保守の会

問質般一

　９月15日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の
意見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

　水道料金の改定は、暮らしを直撃するものである。平均的な家庭で、年間約5,000円の負担増と
なる。水道水は、何の利益を生み出すものでもなく、生活の必需品であり、命にかかわるものである。
　年金が目減りし、医療や介護負担がふえ、生活苦と将来不安がうずまっている時に、傷口に塩をぬ
るようなことをすべきではない。
　また、平成28年度末で３％以上の利息の起債残高は、約５億９000万円である。政府に対して借
り換えの要望を行い、健全経営の努力をすることと合わせ、今後進める老朽管更新、耐震化工事へ
の補助金要請を、国や県に行い、市民への負担軽減を図るべきである。
　これらの観点から水道料金の引き上げには賛同できない。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛  成
近藤　 博

議 員
(能美保守の会)

●市長提出の全議案

●能美市水道事業給水条例の一部を改正する条例

　水道料金の改定は、地下水位低下に係る対策事業や水道施設の耐震化、老朽管更新の実施及
び石川県水道用水供給事業からの恒久受水等によって今後必要となる費用を賄えるようにする
ものである。
　内部留保資金があるから値上げをしなくても大丈夫との意見もあるが、水道事業会計の問題を
家庭に置き換えると「将来、自宅の修繕の為の資金に手を付けてこの場はしのげればいい」「いつ
までも親からの援助を頼ればよい」など、ツケを後回ししようと言っているようにしか聞こえない。
　地下水は、住みよさにもつながり、重要で大切な地域資源。末代まで残していかねばならない。
　市民に分かり易い説明を行うとともに、経営の効率化を更に図ることをお願いし、全ての議案に
賛同する。

▲シェレホフ市長から記念品を受け取る
　井出市長
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問質般一問質般一

跡
地
周
辺
の
ペ
タ
ン
ク
専
用
競
技

場
や
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
を
再

整
備
し
て
有
効
利
用
せ
よ

ペ
タ
ン
ク
専
用
競
技
場
は
、
旧
辰

口
町
時
代
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
リ
ハ
ビ
リ
場
所
と
し
て
整
備
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
利

用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
は
、
市
民
が

歴
史
を
学
べ
る
価
値
あ
る
場
で
あ
り
、

そ
の
周
辺
の
有
効
利
用
も
可
能
。
古
墳

群
周
辺
の
保
全
に
努
め
、
将
来
的
に
は

子
供
や
高
齢
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

多
目
的
な
利
活
用
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
具
は
電
気
料
金
が

高
い
と
聞
く
。
電
気
料
金
削
減
の

た
め
に
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
べ
き
と
考
え
る

が
今
後
の
計
画
を
問
う

ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
具
は
、
辰
口
地
区

の
健
康
ロ
ー
ド
と
北
陸
先
端
大
の

周
辺
道
路
に
設
置
。
電
気
料
金
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
具
に
比
べ
る
と
約
1.5
倍
で
あ
る
。

　
北
陸
先
端
大
周
辺
道
路
の
ナ
ト
リ
ウ

ム
灯
具
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
具
へ
交
換
し
て

い
き
た
い
。
健
康
ロ
ー
ド
の
ナ
ト
リ
ウ

ム
灯
具
は
、
道
路
の
両
側
に
お
い
て
水

稲
を
耕
作
し
て
お
り
、
照
明
の
稲
へ
の

影
響
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

具
へ
交
換
を
検
討
し
て
い
く
。

 

辰
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

辰
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

「
ジ
ー
ヒ
ル
ズ
」
が
来
春
オ
ー
プ

ン
予
定
で
あ
る
。
詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
問
う

「
ジ
ー
ヒ
ル
ズ
」
は
、
社
会
福
祉

法
人
陽
翠
水
が
開
設
を
予
定
し
て

い
る
能
美
市
初
の
共
生
型
福
祉
施
設
。

子
供
、
障
が
い
児
、
高
齢
者
の
関
連
事

業
や
地
域
関
連
事
業
が
展
開
さ
れ
、
市

の
福
祉
避
難
所
や
選
挙
時
の
投
票
所
と

し
て
の
使
用
も
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
多

く
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
備
わ
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
と
も
に

つ
な
が
り
、
地
域
に
合
っ
た
事
業
が
展

開
さ
れ
、

共
生
社

会
の
実

現
の
一

歩
と
な

る
よ
う

期
待
し

て
い
る
。

QA

Q QA A

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
と
の
答
え
を

も
ら
っ
た
。
５
億
円
に
つ
い
て
は
、
今

後
は
県
当
局
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
再

稼
働
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
早
く
確
認

し
た
上
で
、
企
業
立
地
助
成
金
の
取
り

扱
い
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

国
際
交
流

小
松
空
港
国
際
線
の
台
湾
便
利
用

客
は
年
間
10
万
人
を
超
え
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
た

め
の
施
策
を
検
討
せ
よ

２
０
１
６
年
の
県
内
で
の
外
国
人

宿
泊
者
数
は
対
前
年
比
４
７
．

７
％
増
の
52
万
９
４
７
３
人
と
な
っ
て

い
る
。
改
定
を
予
定
し
て
い
る
新
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
を
協
議
し
て
い
く
中

で
、
有
識
者
で
構
成
す
る
分
科
会
を
設

置
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
対
象
と
し
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
く
。▲外国人観光客でにぎわう九谷陶芸村

 

企
業
誘
致

福
島
町
、
吉
原
町
で
予
定
さ
れ
て

い
る
新
規
産
業
団
地
造
成
計
画
の

進
捗
状
況
を
問
う

本
年
７
月
24
日
に
農
工
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
農
村
産
業
法
と
な
っ

た
。
主
な
変
更
内
容
は
、
農
産
物
直
売

所
や
医
療
、
福
祉
な
ど
農
村
地
域
で
も

立
地
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
産

業
の
導
入
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

業
種
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

能
美
市
と
し
て
も
国
、
県
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、
一
日
も
早
く
こ
の
農
村

産
業
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
目
指

し
、
実
施
計
画
書
の
作
成
な
ど
の
事
務

作
業
を
進
め
て
い
る
。

 

Ｊ
Ｄ
Ｉ
能
美
工
場

交
付
済
の
５
億
円
の
企
業
立
地
促

進
助
成
金
の
返
還
を
念
頭
に
置
き
、

能
美
市
の
利
益
を
最
優
先
に
今
後
の
厳

し
い
交
渉
に
臨
め

８
月
21
日
Ｊ
Ｄ
Ｉ
本
社
で
の
ト
ッ

プ
会
談
で
、
関
連
会
社
で
あ
る
Ｊ

Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
有
機
パ
ネ
ル
製
造
を

QAQA

QA

電
光
掲
示
板
等
に
よ
る
案
内
表
示

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
患
者
様
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
近

隣
病
院
の
導
入
状
況
と
導
入
に
伴
う
問

題
点
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
参
考
に
し
、

当
院
に
お
け
る
導
入
に
つ
い
て
再
度
検

討
し
た
い
。

  

女
性
消
防
士

能
美
市
消
防
本
部
に
所
属
し
て
い

る
女
性
消
防
士
は
何
名
か
。
ま
た
、

増
員
計
画
は
あ
る
か

現
在
、
２
名
の
女
性
消
防
士
が
在

籍
し
て
い
る
。
女
性
な
ら
で
は
の

き
め
細
や
か
な
接
遇
や
、
女
性
の
救
急

患
者
に
対
し
、
安
心
感
を
与
え
る
対
応

な
ど
期
待
す
る
面
は
多
々
あ
り
、
女
性

消
防
士
の
存
在
が
重
要
と
考
え
る
。

　
平
成
33
年
ま
で
に
採
用
者
の
女
性
割

合
を
５
％
以
上
、
人
数
に
し
て
２
〜
３

名
の
増
員
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
女
性
消
防
士
が
職
業
選
択
の
一
つ
と

な
る
よ
う
、
中
学
、
高
校
の
進
路
学
習

の
講
話

や
避
難

訓
練
へ

出
向
き
、

市
民
へ

の
ア
ピ

ー
ル
を

行
っ
て

い
く
。

 

 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
悪
質
な

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
早
期
解
決

や
抑
止
に
繋
が
る
。
市
内
の
重
要
施
設

で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

市
内
公
共
施
設
に
は
12
施
設
で
46

台
、
不
法
投
棄
防
止
を
目
的
と
し

て
、
灯
台
笹
町
地
内
と
和
気
町
地
内
に

１
台
ず
つ
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

年
度
中
に
全
保
育
園
で
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

今
後
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
の
計
画
は
あ
る
の
か

自
主
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
団
体
等
に
対
し
、
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。

　
町
会
・
町
内
会
等
か
ら
の
要
望
が
多

け
れ
ば
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

能
美
市
立
病
院

耳
が
不
自
由
な
方
で
も
目
で
確
認

で
き
る
よ
う
電
光
掲
示
板
等
に
よ

る
案
内
掲
示
に
改
善
し
て
は
ど
う
か

QAA

AQA

QQ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、
会
議
録
を
作
成
し
、

対
象
と
な
っ
た
町
会
・
町
内
会
長
に
届

け
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
市
民
向
け
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。

　
意
見
交
換
の
内
容
を
市
民
と
共
有
す

る
こ
と
は
、
行
政
と
市
民
と
が
双
方
向

的
な
気
づ
き
や
理
解
に
よ
り
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
大
き
な

成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
民
の

一
体
感
を
高
め
る
足
掛
か
り
に
な
る
も

の
と
期
待
も
し
て
い
る
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
意
見

や
提
案
、
課
題
等
に
対
す
る
対
応

プ
ロ
セ
ス
は

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
い

た
だ
い
た
提
案
・
意
見
の
中
で
、

緊
急
性
を
要
し
た
も
の
に
関
し
て
は
現

地
調
査
を
実
施
し
た
う
え
で
個
別
に
対

応
し
、
既
に
解

決
済
み
の
案
件

も
あ
る
。

　
事
業
採
択
の

必
要
性
が
あ
る

も
の
や
予
算
措

置
が
必
要
な
も

の
は
慎
重
か
つ

ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し

て
い
く
。

 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

団
体
組
織
を
除
く
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
女
性
や
若

年
層
の
参
加
割
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

低
調
だ
と
し
た
ら
、
今
後
、
ど
う
い
う

形
で
意
見
や
提
案
を
吸
い
上
げ
る
の
か

今
年
度
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
こ
れ
ま
で
に
12
回
実
施
し
た
。

　
「
広
報
の
み
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
等
を
通
じ
て
周
知
し
た
が
、
「
10

年
後
の
未
来
」
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
の
で
、
や
や

硬
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
れ
た
の
か
、
町

会
・
町
内
会
役
員
や
男
性
の
割
合
が
多

く
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

　
参
加
者
が
限
定
的
な
「
婦
人
団
体
協

議
会
」
や
「
能
美
市
文
化
協
会
」
と
の

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
開
催
し
て
き

た
が
、
今
後
は
、
子
育
て
に
奮
闘
し
て

い
る
女
性
や
壮
年
団
員
、
市
外
か
ら
の

移
住
者
等
と
も
順
次
開
催
し
た
い
。

多
く
の
市
民
に
問
題
意
識
や
当
事

者
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
会
議
録
を

公
開
す
べ
き

QA

QA

Q

A

東　 正幸 議員
能美保守の会

米田 敏勝 議員
能美保守の会

▲タウンミーティングで市民の声を聞く井出市長

嵐　 昭夫 議員
市　民

山本 　悟 議員
能美保守の会

▲「ジーヒルズ」の完成イメージ図

▲全国女性消防操法大会に出場した
　浜開発町女性防火クラブ
　女性消防士も操法指導を行いました
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跡
地
周
辺
の
ペ
タ
ン
ク
専
用
競
技

場
や
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
を
再

整
備
し
て
有
効
利
用
せ
よ

ペ
タ
ン
ク
専
用
競
技
場
は
、
旧
辰

口
町
時
代
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
リ
ハ
ビ
リ
場
所
と
し
て
整
備
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
利

用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
は
、
市
民
が

歴
史
を
学
べ
る
価
値
あ
る
場
で
あ
り
、

そ
の
周
辺
の
有
効
利
用
も
可
能
。
古
墳

群
周
辺
の
保
全
に
努
め
、
将
来
的
に
は

子
供
や
高
齢
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

多
目
的
な
利
活
用
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
具
は
電
気
料
金
が

高
い
と
聞
く
。
電
気
料
金
削
減
の

た
め
に
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
べ
き
と
考
え
る

が
今
後
の
計
画
を
問
う

ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
具
は
、
辰
口
地
区

の
健
康
ロ
ー
ド
と
北
陸
先
端
大
の

周
辺
道
路
に
設
置
。
電
気
料
金
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
具
に
比
べ
る
と
約
1.5
倍
で
あ
る
。

　
北
陸
先
端
大
周
辺
道
路
の
ナ
ト
リ
ウ

ム
灯
具
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
具
へ
交
換
し
て

い
き
た
い
。
健
康
ロ
ー
ド
の
ナ
ト
リ
ウ

ム
灯
具
は
、
道
路
の
両
側
に
お
い
て
水

稲
を
耕
作
し
て
お
り
、
照
明
の
稲
へ
の

影
響
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

具
へ
交
換
を
検
討
し
て
い
く
。

 

辰
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

辰
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

「
ジ
ー
ヒ
ル
ズ
」
が
来
春
オ
ー
プ

ン
予
定
で
あ
る
。
詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
問
う

「
ジ
ー
ヒ
ル
ズ
」
は
、
社
会
福
祉

法
人
陽
翠
水
が
開
設
を
予
定
し
て

い
る
能
美
市
初
の
共
生
型
福
祉
施
設
。

子
供
、
障
が
い
児
、
高
齢
者
の
関
連
事

業
や
地
域
関
連
事
業
が
展
開
さ
れ
、
市

の
福
祉
避
難
所
や
選
挙
時
の
投
票
所
と

し
て
の
使
用
も
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
多

く
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
備
わ
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
と
も
に

つ
な
が
り
、
地
域
に
合
っ
た
事
業
が
展

開
さ
れ
、

共
生
社

会
の
実

現
の
一

歩
と
な

る
よ
う

期
待
し

て
い
る
。

QA

Q QA A

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
と
の
答
え
を

も
ら
っ
た
。
５
億
円
に
つ
い
て
は
、
今

後
は
県
当
局
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
再

稼
働
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
早
く
確
認

し
た
上
で
、
企
業
立
地
助
成
金
の
取
り

扱
い
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

国
際
交
流

小
松
空
港
国
際
線
の
台
湾
便
利
用

客
は
年
間
10
万
人
を
超
え
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
た

め
の
施
策
を
検
討
せ
よ

２
０
１
６
年
の
県
内
で
の
外
国
人

宿
泊
者
数
は
対
前
年
比
４
７
．

７
％
増
の
52
万
９
４
７
３
人
と
な
っ
て

い
る
。
改
定
を
予
定
し
て
い
る
新
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
を
協
議
し
て
い
く
中

で
、
有
識
者
で
構
成
す
る
分
科
会
を
設

置
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
対
象
と
し
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
く
。▲外国人観光客でにぎわう九谷陶芸村

 

企
業
誘
致

福
島
町
、
吉
原
町
で
予
定
さ
れ
て

い
る
新
規
産
業
団
地
造
成
計
画
の

進
捗
状
況
を
問
う

本
年
７
月
24
日
に
農
工
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
農
村
産
業
法
と
な
っ

た
。
主
な
変
更
内
容
は
、
農
産
物
直
売

所
や
医
療
、
福
祉
な
ど
農
村
地
域
で
も

立
地
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
産

業
の
導
入
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

業
種
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

能
美
市
と
し
て
も
国
、
県
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、
一
日
も
早
く
こ
の
農
村

産
業
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
目
指

し
、
実
施
計
画
書
の
作
成
な
ど
の
事
務

作
業
を
進
め
て
い
る
。

 

Ｊ
Ｄ
Ｉ
能
美
工
場

交
付
済
の
５
億
円
の
企
業
立
地
促

進
助
成
金
の
返
還
を
念
頭
に
置
き
、

能
美
市
の
利
益
を
最
優
先
に
今
後
の
厳

し
い
交
渉
に
臨
め

８
月
21
日
Ｊ
Ｄ
Ｉ
本
社
で
の
ト
ッ

プ
会
談
で
、
関
連
会
社
で
あ
る
Ｊ

Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
有
機
パ
ネ
ル
製
造
を

QAQA

QA

電
光
掲
示
板
等
に
よ
る
案
内
表
示

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
患
者
様
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
近

隣
病
院
の
導
入
状
況
と
導
入
に
伴
う
問

題
点
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
参
考
に
し
、

当
院
に
お
け
る
導
入
に
つ
い
て
再
度
検

討
し
た
い
。

  

女
性
消
防
士

能
美
市
消
防
本
部
に
所
属
し
て
い

る
女
性
消
防
士
は
何
名
か
。
ま
た
、

増
員
計
画
は
あ
る
か

現
在
、
２
名
の
女
性
消
防
士
が
在

籍
し
て
い
る
。
女
性
な
ら
で
は
の

き
め
細
や
か
な
接
遇
や
、
女
性
の
救
急

患
者
に
対
し
、
安
心
感
を
与
え
る
対
応

な
ど
期
待
す
る
面
は
多
々
あ
り
、
女
性

消
防
士
の
存
在
が
重
要
と
考
え
る
。

　
平
成
33
年
ま
で
に
採
用
者
の
女
性
割

合
を
５
％
以
上
、
人
数
に
し
て
２
〜
３

名
の
増
員
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
女
性
消
防
士
が
職
業
選
択
の
一
つ
と

な
る
よ
う
、
中
学
、
高
校
の
進
路
学
習

の
講
話

や
避
難

訓
練
へ

出
向
き
、

市
民
へ

の
ア
ピ

ー
ル
を

行
っ
て

い
く
。

 

 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
悪
質
な

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
早
期
解
決

や
抑
止
に
繋
が
る
。
市
内
の
重
要
施
設

で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

市
内
公
共
施
設
に
は
12
施
設
で
46

台
、
不
法
投
棄
防
止
を
目
的
と
し

て
、
灯
台
笹
町
地
内
と
和
気
町
地
内
に

１
台
ず
つ
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

年
度
中
に
全
保
育
園
で
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

今
後
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
の
計
画
は
あ
る
の
か

自
主
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
団
体
等
に
対
し
、
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。

　
町
会
・
町
内
会
等
か
ら
の
要
望
が
多

け
れ
ば
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
能
美
市
立
病
院

耳
が
不
自
由
な
方
で
も
目
で
確
認

で
き
る
よ
う
電
光
掲
示
板
等
に
よ

る
案
内
掲
示
に
改
善
し
て
は
ど
う
か

QAA

AQA

QQ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、
会
議
録
を
作
成
し
、

対
象
と
な
っ
た
町
会
・
町
内
会
長
に
届

け
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
市
民
向
け
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。

　
意
見
交
換
の
内
容
を
市
民
と
共
有
す

る
こ
と
は
、
行
政
と
市
民
と
が
双
方
向

的
な
気
づ
き
や
理
解
に
よ
り
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
大
き
な

成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
民
の

一
体
感
を
高
め
る
足
掛
か
り
に
な
る
も

の
と
期
待
も
し
て
い
る
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
意
見

や
提
案
、
課
題
等
に
対
す
る
対
応

プ
ロ
セ
ス
は

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
い

た
だ
い
た
提
案
・
意
見
の
中
で
、

緊
急
性
を
要
し
た
も
の
に
関
し
て
は
現

地
調
査
を
実
施
し
た
う
え
で
個
別
に
対

応
し
、
既
に
解

決
済
み
の
案
件

も
あ
る
。

　
事
業
採
択
の

必
要
性
が
あ
る

も
の
や
予
算
措

置
が
必
要
な
も

の
は
慎
重
か
つ

ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し

て
い
く
。

 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

団
体
組
織
を
除
く
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
女
性
や
若

年
層
の
参
加
割
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

低
調
だ
と
し
た
ら
、
今
後
、
ど
う
い
う

形
で
意
見
や
提
案
を
吸
い
上
げ
る
の
か

今
年
度
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
こ
れ
ま
で
に
12
回
実
施
し
た
。

　
「
広
報
の
み
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
等
を
通
じ
て
周
知
し
た
が
、
「
10

年
後
の
未
来
」
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
の
で
、
や
や

硬
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
れ
た
の
か
、
町

会
・
町
内
会
役
員
や
男
性
の
割
合
が
多

く
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

　
参
加
者
が
限
定
的
な
「
婦
人
団
体
協

議
会
」
や
「
能
美
市
文
化
協
会
」
と
の

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
開
催
し
て
き

た
が
、
今
後
は
、
子
育
て
に
奮
闘
し
て

い
る
女
性
や
壮
年
団
員
、
市
外
か
ら
の

移
住
者
等
と
も
順
次
開
催
し
た
い
。

多
く
の
市
民
に
問
題
意
識
や
当
事

者
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
会
議
録
を

公
開
す
べ
き

QA

QA

Q

A

東　 正幸 議員
能美保守の会

米田 敏勝 議員
能美保守の会

▲タウンミーティングで市民の声を聞く井出市長

嵐　 昭夫 議員
市　民

山本 　悟 議員
能美保守の会

▲「ジーヒルズ」の完成イメージ図

▲全国女性消防操法大会に出場した
　浜開発町女性防火クラブ
　女性消防士も操法指導を行いました
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障
が
い
の
あ
る
方
の
言
語

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
検
討
せ

よ手
話
は
、
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
あ
わ
せ
、
障
が
い
者
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
つ
い
て
、

自
治
体
の
責
務
、
市
民
、
事
業
者
の
役

割
な
ど
必
要
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
条
例

を
制
定
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
促
進
の
進
捗
状
況
を
問
う

６
月
に
聴
覚
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
参
加
の
実
現
を
目
指
す
全
国

手
話
言
語
市
区
長
会
へ
加
入
し
、
総
会

で
各
自
治
体
に
お
け
る
手
話
等
に
関
す

る
施
策
展
開
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
の
当
事
者
や
大
学

准
教
授
、
弁
護
士
等
で
構
成
す
る
「
手

話
言
語
・
障
が
い
者
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
促
進
検
討
委
員
会
」
を
開
催
。

意
思
疎
通
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
社
会

参
加
促
進
へ
の
施
策
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
と

確
認
し
た
。

 

地
域
の
交
通
利
便
性

北
陸
先
端
大
で
能
美
市
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
研
究
で
き
な
い
か

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
、

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
、

経
済
の
観
点
か
ら
地
域
内
経
済
循
環
を

高
め
る
公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て
連
携

し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返
納
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
北
陸
先
端

大
の
強
み
の
一
つ
で
も
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

情
報
科
学
領
域
と
連
携
す
る
な
ど
、
移

送
の
問
題
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
高
齢
者
福
祉
や
交
通
政
策
の
質

が
高
ま
る
研
究
が
で
き
な
い
か
相
談
し

た
い
。循

環
バ
ス
の
方
向
性
を
問
う

新
た
な
地
域
公
共
交
通
体
制
に
向

け
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
能
美
市
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
を

合
併
来
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
金
沢

大
学
と
引
き
続
き
連
携
し
て
い
く
。

QAQA

QAQAン
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
取

り
ま
と
め
、
審
議
会
で
検
討
、
内
容
の

決
定
を
し
て
い
き
た
い
。

 

自
然
環
境
の
保
全

灯
台
笹
湿
地
の
木
道
整
備
を
検
討

せ
よ

現
況
の
ま
ま
で
観
察
を
行
う
際
に

は
湿
地
帯
に
直
接
足
を
踏
み
入
れ

る
こ
と
に
な
り
、
水
生
昆
虫
等
の
生
息

環
境
を
荒
ら
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
環

境
を
保
護
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

観
察
活
動
を
行
い
、
自
然
環
境
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
家
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
指
定
天
然
記
念
物
「
蟹
淵
」
の

土
砂
流
入
対
策
を
せ
よ

教
育
委
員
会
が
現
地
確
認
を
行
い
、

土
砂
の
流
入
と
ル
リ
イ
ト
ト
ン
ボ

の
生
息
に
欠
か
せ
な
い
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
や

カ
ン
ガ
レ
イ
な
ど
の
生
育
が
妨
げ
ら
れ

て
い
る
状
況
を
認
識
し
た
。
機
械
や
人

力
に
よ
る
運
搬
に
も
限
界
が
あ
る
が
、

専
門
家
や
文
化
財
保
護
審
議
会
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
貴
重
な
生
態
系
の
宝

庫
の
保
全
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

学
校
図
書
館

蔵
書
管
理
の
電
子
化
を
推
進
せ
よ

電
子
化
を
進
め
る
こ
と
は
、
蔵
書

数
や
貸
出
数
の
把
握
、
貸
出
や
返

却
の
迅
速
化
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
図

書
館
司
書
の
事
務
作
業
の
効
率
化
や
、

そ
の
労
働
条
件
の
改
善
に
も
つ
な
が
り

”読
書
大
好
き
の
子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い

の
能
美
市
“
に
も
つ
な
が
る
。
他
市
町

の
取
り
組
み
や
実
践
を
踏
ま
え
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

第
２
次
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

ど
の
よ
う
な
視
点
や
手
法
で
策
定

す
る
の
か

団
体
旅
行
よ
り
も
個
人
旅
行
に

ウ
ェ
イ
ト
が
移
っ
て
い
る
な
か
で
、

能
美
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
伝
え
て
い

く
か
が
重
要
と
な
る
。
能
美
市
の
認
知

度
や
魅
力
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
「
新
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
」

（
仮
称
）
を
早
急
に
組
織
し
た
い
。
そ

の
も
と
に
分
科
会
を
い
く
つ
か
組
織
し
、

観
光
商
品
づ
く
り
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

QAQA

QQ AA

こ
の
体
制
構
築
に
よ
り
市
と
し
て

期
待
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

窓
口
一
本
化
に
よ
り
相
談
者
は
複

数
の
相
談
機
関
に
行
か
な
く
て
も

よ
く
な
る
ほ
か
、
複
数
の
問
題
を
抱
え

る
家
族
の
支
援
者
が
明
確
と
な
り
地
域

ケ
ア
会
議
等
が
世
帯
と
し
て
総
合
的
に

行
え
る
。
ま
た
、
個
人
の
課
題
が
地
域

や
市
の
課
題
へ
と
つ
な
が
り
多
機
関
連

携
の
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
向
け
、
各

分
野
で
解
決
策
を
見
出
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

 

総
合
計
画
に
お
け
る
将
来
都
市
構
想

市
が
目
指
し
て
い
る
地
域
生
活
拠

点
と
は

暮
ら
し
に
必
要
な
機
能
を
充
足
し

つ
つ
、
地
域
住
民
の
集
い
の
場
や

支
え
合
い
の
基
地
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

機
能
や
雇
用
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
育

て
る
仕
組
み
で
あ
り
、
福
祉
政
策
と
し

て
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ベ
ー
ス
と
し
た
仕
事
づ
く
り
や
防
災
、

交
通
等
を
組
み
込
ん
だ
ま
ち
の
駅
的
な

場
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。

　
各
地
域
の
特
性

や
課
題
、
施
設
等

に
応
じ
て
定
住
条

件
を
支
え
、
暮
ら

し
、
経
済
、
環
境

の
循
環
を
強
化
し

て
い
く
。

 

地
域
包
括
的
体
制
構
築
事
業

寺
井
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

進
め
ら
れ
る
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か

10
月
か
ら
寺
井
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
高
齢
者
だ
け
で

な
く
全
世
代
に
お
け
る
生
活
の
中
の

様
々
な
困
り
事
の
相
談
に
つ
い
て
も
対

応
し
、
包
括
的
な
支
援
を
す
る
た
め
、

各
関
係
機
関
を
つ
な
ぎ
課
題
を
共
有
し

解
決
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
根
上
地
区
や
辰
口
地
区
も
モ
デ
ル
事

業
の
結
果
を
受
け
順
次
進
め
て
い
く
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、

最
も
困
難
と
思
え
る
課
題
と
そ
の

対
応
策
は

生
活
困
窮
者
の
雇
用
や
就
労
体
験

の
促
進
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
の

通
学
支
援
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児

童
の
通
学
時
や
在
園
・
在
学
時
の
支
援
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
買
い
物
、

通
院
等
の
移
送
支
援
等
の
課
題
が
あ
る
。

解
決
の
た
め
に
多
機
関
協
働
体
制
で
社

会
資
源
の
創
出
を
初
め
、
施
策
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
最
も
大
切
と
な
る
。

QAQA

QAQA

　
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
は
、
実
施
計

画
を
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
、
平
成

31
年
度
か
ら
順
次
改
修
の
方
向
で
検
討

中
。

 

英
語
活
動
助
手
の
交
流

英
語
活
動
助
手
の
先
生
方
同
士
の

意
見
交
換
や
交
流
、
授
業
見
学
を

定
期
的
に
実
施
す
る
事
は
、
英
語
の
授

業
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す
る
上
で
非

常
に
重
要
と
な
る
。
市
の
見
解
は

県
教
育
委
員
会
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
中

学
校
英
語
教
員
の
為
の
研
修
（
意

見
交
換
も
含
む
）
を
年
１
回
実
施
し
て

お
り
、
市
の
英
語
教
員
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
毎

年
参
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
本
年
８
月
、
小
学
校
教
師
と
英

語
活
動
助
手
を
対
象
と
し
た
市
教
育
委

員
会
主
催
の
外
国
語
活
動
の
実
践
的
な

研
修
を
実
施
し
た
。
来
年
４
月
よ
り
始

ま
る
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
や
外
国

語
授
業
の
先
行
実
施
に
向
け
た
教
師
の

指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
と
位
置
づ

け
、
今
後
の
研
修
の
方
向
性
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
市
教
育
委
員

会
と
し
て
、
今

後
も
工
夫
し
な

が
ら
指
導
力
向

上
に
つ
な
が
る

実
践
的
な
研
修

を
計
画
し
て
い

き
た
い
。

 

の
み
バ
ス
の
利
便
性
向
上

の
み
バ
ス
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

試
験
的
に
、
主
要
ル
ー
ト
を
補
う

車
両
（
バ
ス
の
車
両
に
限
ら
ず
）
を
、

例
え
ば
午
後
１
〜
２
便
増
便
し
て
は
ど

う
か

現
在
、
能
美
市
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
移
動
手
段
を
検
討
中
で
あ
る
。

議
員
の
提
案
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

様
々
な
交
通
体
系
の
社
会
実
験
を
行
い
、

検
証
し
な
が
ら
地
域
の
特
性
や
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
あ
っ
た
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

 

老
朽
化
し
た
保
育
園

老
朽
化
し
た
保
育
園
の
部
分
修
繕

や
大
規
模
改
修
ま
た
は
建
て
替
え

等
の
計
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

現
在
15
あ
る
保
育
園
の
う
ち
統
廃

合
計
画
の
対
象
外
（
新
築
で
な
い

も
の
）
は
８
園
。
そ
の
う
ち
一
番
古
い

園
は
昭
和
49
年
度
の
建
築
。
早
急
に
修

繕
が
必
要
な
個
所
は
６
月
補
正
で
対
応

済
み
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、
適
宜
、

改
修
を
実
施
す
る
。

QA

QAQA

南山 修一 議員
勉　誠

仙台 謙三 議員
公明党

森　 善克 議員
能美保守の会

北村 周士 議員

▲教員と活動助手の連携で
　効果的な授業を

▲絶滅危惧種の
　ルリイトトンボ

▲議場に訪れた聴覚障がい者に
　対して手話通訳が行われました
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障
が
い
の
あ
る
方
の
言
語

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
検
討
せ

よ手
話
は
、
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
あ
わ
せ
、
障
が
い
者
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
つ
い
て
、

自
治
体
の
責
務
、
市
民
、
事
業
者
の
役

割
な
ど
必
要
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
条
例

を
制
定
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
促
進
の
進
捗
状
況
を
問
う

６
月
に
聴
覚
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
参
加
の
実
現
を
目
指
す
全
国

手
話
言
語
市
区
長
会
へ
加
入
し
、
総
会

で
各
自
治
体
に
お
け
る
手
話
等
に
関
す

る
施
策
展
開
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
の
当
事
者
や
大
学

准
教
授
、
弁
護
士
等
で
構
成
す
る
「
手

話
言
語
・
障
が
い
者
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
促
進
検
討
委
員
会
」
を
開
催
。

意
思
疎
通
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
社
会

参
加
促
進
へ
の
施
策
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
と

確
認
し
た
。

 

地
域
の
交
通
利
便
性

北
陸
先
端
大
で
能
美
市
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
研
究
で
き
な
い
か

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
、

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
、

経
済
の
観
点
か
ら
地
域
内
経
済
循
環
を

高
め
る
公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て
連
携

し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返
納
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
北
陸
先
端

大
の
強
み
の
一
つ
で
も
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

情
報
科
学
領
域
と
連
携
す
る
な
ど
、
移

送
の
問
題
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
高
齢
者
福
祉
や
交
通
政
策
の
質

が
高
ま
る
研
究
が
で
き
な
い
か
相
談
し

た
い
。循

環
バ
ス
の
方
向
性
を
問
う

新
た
な
地
域
公
共
交
通
体
制
に
向

け
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
能
美
市
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
を

合
併
来
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
金
沢

大
学
と
引
き
続
き
連
携
し
て
い
く
。

QAQA

QAQAン
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
取

り
ま
と
め
、
審
議
会
で
検
討
、
内
容
の

決
定
を
し
て
い
き
た
い
。

 

自
然
環
境
の
保
全

灯
台
笹
湿
地
の
木
道
整
備
を
検
討

せ
よ

現
況
の
ま
ま
で
観
察
を
行
う
際
に

は
湿
地
帯
に
直
接
足
を
踏
み
入
れ

る
こ
と
に
な
り
、
水
生
昆
虫
等
の
生
息

環
境
を
荒
ら
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
環

境
を
保
護
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

観
察
活
動
を
行
い
、
自
然
環
境
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
家
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
指
定
天
然
記
念
物
「
蟹
淵
」
の

土
砂
流
入
対
策
を
せ
よ

教
育
委
員
会
が
現
地
確
認
を
行
い
、

土
砂
の
流
入
と
ル
リ
イ
ト
ト
ン
ボ

の
生
息
に
欠
か
せ
な
い
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
や

カ
ン
ガ
レ
イ
な
ど
の
生
育
が
妨
げ
ら
れ

て
い
る
状
況
を
認
識
し
た
。
機
械
や
人

力
に
よ
る
運
搬
に
も
限
界
が
あ
る
が
、

専
門
家
や
文
化
財
保
護
審
議
会
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
貴
重
な
生
態
系
の
宝

庫
の
保
全
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

学
校
図
書
館

蔵
書
管
理
の
電
子
化
を
推
進
せ
よ

電
子
化
を
進
め
る
こ
と
は
、
蔵
書

数
や
貸
出
数
の
把
握
、
貸
出
や
返

却
の
迅
速
化
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
図

書
館
司
書
の
事
務
作
業
の
効
率
化
や
、

そ
の
労
働
条
件
の
改
善
に
も
つ
な
が
り

”読
書
大
好
き
の
子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い

の
能
美
市
“
に
も
つ
な
が
る
。
他
市
町

の
取
り
組
み
や
実
践
を
踏
ま
え
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

第
２
次
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

ど
の
よ
う
な
視
点
や
手
法
で
策
定

す
る
の
か

団
体
旅
行
よ
り
も
個
人
旅
行
に

ウ
ェ
イ
ト
が
移
っ
て
い
る
な
か
で
、

能
美
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
伝
え
て
い

く
か
が
重
要
と
な
る
。
能
美
市
の
認
知

度
や
魅
力
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
「
新
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
」

（
仮
称
）
を
早
急
に
組
織
し
た
い
。
そ

の
も
と
に
分
科
会
を
い
く
つ
か
組
織
し
、

観
光
商
品
づ
く
り
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

QAQA

QQ AA

こ
の
体
制
構
築
に
よ
り
市
と
し
て

期
待
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

窓
口
一
本
化
に
よ
り
相
談
者
は
複

数
の
相
談
機
関
に
行
か
な
く
て
も

よ
く
な
る
ほ
か
、
複
数
の
問
題
を
抱
え

る
家
族
の
支
援
者
が
明
確
と
な
り
地
域

ケ
ア
会
議
等
が
世
帯
と
し
て
総
合
的
に

行
え
る
。
ま
た
、
個
人
の
課
題
が
地
域

や
市
の
課
題
へ
と
つ
な
が
り
多
機
関
連

携
の
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
向
け
、
各

分
野
で
解
決
策
を
見
出
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

 
総
合
計
画
に
お
け
る
将
来
都
市
構
想

市
が
目
指
し
て
い
る
地
域
生
活
拠

点
と
は

暮
ら
し
に
必
要
な
機
能
を
充
足
し

つ
つ
、
地
域
住
民
の
集
い
の
場
や

支
え
合
い
の
基
地
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

機
能
や
雇
用
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
育

て
る
仕
組
み
で
あ
り
、
福
祉
政
策
と
し

て
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ベ
ー
ス
と
し
た
仕
事
づ
く
り
や
防
災
、

交
通
等
を
組
み
込
ん
だ
ま
ち
の
駅
的
な

場
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。

　
各
地
域
の
特
性

や
課
題
、
施
設
等

に
応
じ
て
定
住
条

件
を
支
え
、
暮
ら

し
、
経
済
、
環
境

の
循
環
を
強
化
し

て
い
く
。

 

地
域
包
括
的
体
制
構
築
事
業

寺
井
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

進
め
ら
れ
る
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か

10
月
か
ら
寺
井
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
高
齢
者
だ
け
で

な
く
全
世
代
に
お
け
る
生
活
の
中
の

様
々
な
困
り
事
の
相
談
に
つ
い
て
も
対

応
し
、
包
括
的
な
支
援
を
す
る
た
め
、

各
関
係
機
関
を
つ
な
ぎ
課
題
を
共
有
し

解
決
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
根
上
地
区
や
辰
口
地
区
も
モ
デ
ル
事

業
の
結
果
を
受
け
順
次
進
め
て
い
く
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、

最
も
困
難
と
思
え
る
課
題
と
そ
の

対
応
策
は

生
活
困
窮
者
の
雇
用
や
就
労
体
験

の
促
進
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
の

通
学
支
援
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児

童
の
通
学
時
や
在
園
・
在
学
時
の
支
援
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
買
い
物
、

通
院
等
の
移
送
支
援
等
の
課
題
が
あ
る
。

解
決
の
た
め
に
多
機
関
協
働
体
制
で
社

会
資
源
の
創
出
を
初
め
、
施
策
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
最
も
大
切
と
な
る
。

QAQA

QAQA

　
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
は
、
実
施
計

画
を
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
、
平
成

31
年
度
か
ら
順
次
改
修
の
方
向
で
検
討

中
。

 

英
語
活
動
助
手
の
交
流

英
語
活
動
助
手
の
先
生
方
同
士
の

意
見
交
換
や
交
流
、
授
業
見
学
を

定
期
的
に
実
施
す
る
事
は
、
英
語
の
授

業
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す
る
上
で
非

常
に
重
要
と
な
る
。
市
の
見
解
は

県
教
育
委
員
会
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
中

学
校
英
語
教
員
の
為
の
研
修
（
意

見
交
換
も
含
む
）
を
年
１
回
実
施
し
て

お
り
、
市
の
英
語
教
員
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
毎

年
参
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
本
年
８
月
、
小
学
校
教
師
と
英

語
活
動
助
手
を
対
象
と
し
た
市
教
育
委

員
会
主
催
の
外
国
語
活
動
の
実
践
的
な

研
修
を
実
施
し
た
。
来
年
４
月
よ
り
始

ま
る
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
や
外
国

語
授
業
の
先
行
実
施
に
向
け
た
教
師
の

指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
と
位
置
づ

け
、
今
後
の
研
修
の
方
向
性
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
市
教
育
委
員

会
と
し
て
、
今

後
も
工
夫
し
な

が
ら
指
導
力
向

上
に
つ
な
が
る

実
践
的
な
研
修

を
計
画
し
て
い

き
た
い
。

 

の
み
バ
ス
の
利
便
性
向
上

の
み
バ
ス
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

試
験
的
に
、
主
要
ル
ー
ト
を
補
う

車
両
（
バ
ス
の
車
両
に
限
ら
ず
）
を
、

例
え
ば
午
後
１
〜
２
便
増
便
し
て
は
ど

う
か

現
在
、
能
美
市
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
移
動
手
段
を
検
討
中
で
あ
る
。

議
員
の
提
案
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

様
々
な
交
通
体
系
の
社
会
実
験
を
行
い
、

検
証
し
な
が
ら
地
域
の
特
性
や
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
あ
っ
た
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

 

老
朽
化
し
た
保
育
園

老
朽
化
し
た
保
育
園
の
部
分
修
繕

や
大
規
模
改
修
ま
た
は
建
て
替
え

等
の
計
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

現
在
15
あ
る
保
育
園
の
う
ち
統
廃

合
計
画
の
対
象
外
（
新
築
で
な
い

も
の
）
は
８
園
。
そ
の
う
ち
一
番
古
い

園
は
昭
和
49
年
度
の
建
築
。
早
急
に
修

繕
が
必
要
な
個
所
は
６
月
補
正
で
対
応

済
み
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、
適
宜
、

改
修
を
実
施
す
る
。

QA

QAQA

南山 修一 議員
勉　誠

仙台 謙三 議員
公明党

森　 善克 議員
能美保守の会

北村 周士 議員

▲教員と活動助手の連携で
　効果的な授業を

▲絶滅危惧種の
　ルリイトトンボ

▲議場に訪れた聴覚障がい者に
　対して手話通訳が行われました
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観
光
大
使
と
観
光
特
使

県
内
へ
の
入
り
込
み
客
が
減
少
し

て
い
る
関
西
、
中
京
方
面
へ
の
Ｐ

Ｒ
推
進
の
た
め
、
県
外
在
住
地
元
出
身

者
の
発
信
力
を
活
か
し
た
、
観
光
大
使
、

観
光
特
使
の
更
な
る
拡
充
を
求
め
る

現
在
、
観
光
名
誉
大
使
、
観
光
大

使
、
観
光
特
使
を
合
計
10
名
の
方

に
委
嘱
し
能
美
市
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ

て
頂
い
て
い
る
。
関
西
、
中
京
な
ど
手

薄
な
と
こ
ろ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り

込
み
が
期
待
で
き
る
海
外
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
強
化
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
観
光
大
使
・
特
使
の
拡
充
も
含
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
し
て
頂
い
て
い
る
能
美

市
の
フ
ァ
ン
の
方
、
北
陸
先
端
大
の
海

外
留
学
生
等
、
気
軽
に
協
力
頂
け
る
サ

ポ
ー
タ
ー
的
な
役
割
や
活
動
内
容
等
を

検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
関
西
方
面
や
中
京
方
面
に
関

し
て
は
、
関
東
能
美
市
の
会
の
よ
う
な

会
を
発
足
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

 

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

ふ
る
さ
と
回
帰
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を

望
む
都
会
人
の
意
識
が
変
わ
っ
て

い
る
。
若
い
世
代
が
就
労
を
目
的
と
し

た
田
舎
暮
ら
し
、
移
住
を
希
望
し
て
い

る
と
聞
く
が
ど
う
認
識
し
て
い
る
か

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大

震
災
、
地
方
創
生
を
受
け
て
の
地

方
自
治
体
の
新
た
な
総
合
戦
略
の
作
成

等
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
。
情
報
通
信
機
器
の
普
及
に
よ
り
地

方
で
の
生
活
イ
メ
ー
ジ
が
描
き
や
す
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
単
な
る
「
田
舎

暮
ら
し
」
か
ら
「
地
方
暮
ら
し
」
に
変

化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
30

歳
代
能
美
っ
子
対
象
の
故
郷
再
発

見
、
同
窓
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か

能
美
市
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
良

い
機
会
に
な
る
と
は
思
う
が
、
ど

う
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、

先
進
地
や
類
似
団
体
の
動
向
や
様
子
を

見
守
り
た
い
。

　
企
業
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
の
協
力

を
得
て
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
。

QQ AA
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水
道
料
金
の
引
き
上
げ

「
値
上
げ
理
由
の
説
明
が
な
い
」

と
の
意
見
が
あ
る
。
生
活
実
態
か

ら
の
声
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か

水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
し
て
い

く
に
は
、水
道
管
路
の
更
新
や
配

水
池
の
耐
震
化
等
を
促
進
し
、県
水
の

恒
久
的
受
水
が
必
要
不
可
欠
。

　
少
し
で
も
市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
３
カ
年
か
け
て
段
階
的
に
値
上

げ
す
る
も
の
。一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に

よ
る
財
政
支
援
を
行
い
、で
き
る
限
り

家
計
負
担
の
軽
減
を
図
り
た
い
。

平
成
28
年
度
水
道
会
計
は
黒
字
決

算
で
あ
る
こ
と
や
、
高
利
の
起
債

借
り
換
え
な
ど
行
い
経
営
の
健
全
化
を

図
り
、
市
民
負
担
と
な
る
料
金
引
き
上

げ
は
行
う
べ
き
で
な
い

借
入
先
へ
の
補
償
金
支
払
い
が
発

生
す
る
ほ
か
、借
り
換
え
た
企
業

債
に
新
た
な
利
息
が
発
生
す
る
た
め
、

費
用
が
安
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

　
借
入
先
と
の
協
議
に
も
時
間
を
要
す

る
こ
と
等
も
考
慮
し
、現
段
階
で
は
、借

り
換
え
の
予
定
は
な
い
。

 

Ｊ
Ｄ
Ｉ
能
美
工
場

５
億
円
の
助
成
金
は
税
金
か
ら
拠

出
さ
れ
た
も
の
。
条
例
に
基
づ
き

厳
格
に
返
還
を
求
め
る
べ
き

企
業
立
地
助
成
金
の
規
定
で
は
、

助
成
金
の
交
付
日
か
ら
起
算
し
て

５
年
以
内
の
休
業
等
で
あ
っ
た
場
合
に

返
還
を
求
め
る
こ
と
か
で
き
る
。

　
助
成
金
の
返
還
は
、
能
美
工
場
休
止

及
び
工
場
再
開
等
に
向
け
た
詳
細
な
内

容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
確
認
し
、
精

査
し
た
上
で
対
応
を
進
め
た
い
。

50
歳
以
上
の
従
業
員
で
は
30
人
が

リ
ス
ト
ラ
対
象
と
聞
く
。
働
き
盛

り
の
家
計
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
市
と

し
て
相
談
窓
口
を
設
け
る
等
、
雇
用
の

継
続
を
含
め
労
働
支
援
を
図
れ

早
期
退
職
希
望
者
と
し
て
、
国
内

で
50
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
に

２
４
０
人
募
り
、
希
望
退
職
者
に
は
、

ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
再
就
職
を

支
援
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
希
望
退
職
者
の
再
就
職
が
困
難
な
場

合
は
県
商
工
労
働
部
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
、
最
大
限
の
支
援
を
し
た
い
。
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Q QA A

現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
設

け
て
い
る
。
空
き
家
放
置
に
よ
る

倒
壊
、
屋
根
の
落
下
等
を
予
防
す
る
た

め
に
も
、
空
き
家
に
関
す
る
補
助
制
度

等
を
設
け
、
利
活
用
に
努
め
て
い
る
。

　
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
を
設
け
て
い
る

先
進
地
も
あ
る
が
、
県
内
で
実
施
し
て

い
る
市
町
は
な
い
。
能
美
市
と
し
て
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実
を
優
先
し
、

空
き
地
対
策
は
今
後
の
国
や
県
内
市
町

の
動
向
等
を
見
て
い
き
た
い
。

宮
竹
小
校
下
の
人
口
減
少
は
深
刻
。

均
衡
あ
る
地
域
発
展
に
は
市
長
の

秘
策
が
必
要
。
見
解
は
ど
う
か

宮
竹
校
下
は
決
し
て
住
み
難
い
と

こ
ろ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

保
育
園
や
Ｃ
Ｃ
館
、
小
学
校
、
大
学
院

大
学
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
も
あ

る
。
そ
の
魅
力
を
個
々
が
発
信
を
し
、

移
住
・
定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
そ
の

受
け
皿
と
し
て
近
接
す
る
地
域
で
の
宅

地
開
発
を

進
め
、
市

の
移
住
・

定
住
促
進

策
を
利
用

し
て
い
た

だ
き
た
い
。

 

産
業
振
興

第
２
次
能
美
市
総
合
計
画
で
は
、

上
清
水
産
業
団
地
も
産
業
振
興

ゾ
ー
ン
内
に
あ
る
。
将
来
の
土
地
利
用

計
画
は
ど
う
か

上
清
水
産
業
団
地
は
、
昭
和
46
年

に
適
正
な
工
場
の
誘
導
を
図
る
た

め
上
清
水
・
出
口
工
場
適
地
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
る
。
認
定
後
に
は
民
間
開

発
な
ど
に
よ
り
複
数
の
企
業
が
進
出
し
、

稼
働
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
企
業
へ
は
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て

お
り
、
進
出
意
欲
の
高
い
企
業
が
あ
ら

わ
れ
た
場
合
は
民
間
で
の
開
発
も
可
能
。

地
元
の
ご
尽
力
で
複
数
企
業
へ
の
分
譲

可
能
な
用
地
を
提
供
い
た
だ
け
る
状
況

に
な
れ
ば
、
市
で
も
産
業
団
地
整
備
を

検
討
す
る
準
備
は
で
き
て
い
る
。

 

人
口
減
少
問
題

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
方
法

と
し
て
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
空
き

家
・
空
き
地
の
活
用
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
空
き
地
に
も
具
体
的
な
施
策
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か

QAQ
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両
市
の
交
流
の
歴
史
が
わ
か
る
資

料
が
点
在
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

一
本
化
し
た
資
料
室
が
必
要
で
な
い
か

交
流
に
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
記
念
品

等
は
、
市
役
所
本
庁
舎
や
根
上
学

習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー
の
一

部
を
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
新
た
に
整
備
し
、
友
好
の
軌
跡

や
こ
れ
ま
で
の
交
流
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
貴
重
な
品
を
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

 

農
業
政
策

コ
メ
の
生
産
調
整
見
直
し
と
直
接

支
払
交
付
金
の
廃
止
に
よ
り
農
家

は
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
市
の

対
応
策
は

こ
れ
ま
で
同
様
、
国
県
、
Ｊ
Ａ
は

じ
め
農
業
団
体
と
連
携
し
て
需
給

調
整
を
行
っ
て
い
く
。
国
の
産
地
交
付

金
を
活
用
し
な
が
ら
、
生
産
調
整
特
別

助
成
事
業
や
、
地
域
振
興
作
物
助
成
事

業
を
継
続
し
、
農
業
者
の
経
営
の
安
定

化
に
対
す
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

農
家
の
減
少
に
よ
り
用
排
水
路
や

農
道
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
の
対
応
策
は

大
規
模
な
改
修
が
必
要
な
灌
が
い

施
設
を
主
体
に
国
庫
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の

か
ら
順
次
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

 

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
交
流

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
で
の
歓
迎
会
で
は

市
民
サ
ー
ク
ル
の
歌
や
踊
り
が
披

露
さ
れ
る
。
能
美
市
で
も
地
元
の
歌
や

踊
り
を
披
露
し
て
は
ど
う
か

能
美
市
を
訪
れ
た
シ
ェ
レ
ホ
フ
市

の
皆
様
に
、
日
本
ら
し
い
舞
踊
や

音
楽
等
を
披
露
す
る
こ
と
は
さ
ら
な
る

文
化
交
流
に
つ
な
げ
る
機
会
と
し
て
も

重
要
で
あ
り
、
両
市
の
文
化
交
流
を
深

め
る
意
味
で
も
有
効
で
あ
る
。

　
来
年
は
能
美
市
が
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
の

公
式
使
節
団
を
受
け
入
れ
す
る
年
に
な

る
。
日
本
ら
し
い
心
の
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
で
盛
大
に
お
迎
え
し
た
い
。
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近藤 啓子 議員
日本共産党

開道 昌信 議員
真政会

北野 　哲 議員
能美保守の会

居村 清二 議員
能美保守の会

▲歓迎夕食会ではロシアの歌や踊りで
　盛り上がりました

▲能美市をＰＲする観光大使の
　ハンディやしきさん

▲多くの外国人が通園する宮竹保育園
　異文化交流も魅力の一つです
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観
光
大
使
と
観
光
特
使

県
内
へ
の
入
り
込
み
客
が
減
少
し

て
い
る
関
西
、
中
京
方
面
へ
の
Ｐ

Ｒ
推
進
の
た
め
、
県
外
在
住
地
元
出
身

者
の
発
信
力
を
活
か
し
た
、
観
光
大
使
、

観
光
特
使
の
更
な
る
拡
充
を
求
め
る

現
在
、
観
光
名
誉
大
使
、
観
光
大

使
、
観
光
特
使
を
合
計
10
名
の
方

に
委
嘱
し
能
美
市
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ

て
頂
い
て
い
る
。
関
西
、
中
京
な
ど
手

薄
な
と
こ
ろ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り

込
み
が
期
待
で
き
る
海
外
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
強
化
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
観
光
大
使
・
特
使
の
拡
充
も
含
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
し
て
頂
い
て
い
る
能
美

市
の
フ
ァ
ン
の
方
、
北
陸
先
端
大
の
海

外
留
学
生
等
、
気
軽
に
協
力
頂
け
る
サ

ポ
ー
タ
ー
的
な
役
割
や
活
動
内
容
等
を

検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
関
西
方
面
や
中
京
方
面
に
関

し
て
は
、
関
東
能
美
市
の
会
の
よ
う
な

会
を
発
足
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

 

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

ふ
る
さ
と
回
帰
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を

望
む
都
会
人
の
意
識
が
変
わ
っ
て

い
る
。
若
い
世
代
が
就
労
を
目
的
と
し

た
田
舎
暮
ら
し
、
移
住
を
希
望
し
て
い

る
と
聞
く
が
ど
う
認
識
し
て
い
る
か

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大

震
災
、
地
方
創
生
を
受
け
て
の
地

方
自
治
体
の
新
た
な
総
合
戦
略
の
作
成

等
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
。
情
報
通
信
機
器
の
普
及
に
よ
り
地

方
で
の
生
活
イ
メ
ー
ジ
が
描
き
や
す
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
単
な
る
「
田
舎

暮
ら
し
」
か
ら
「
地
方
暮
ら
し
」
に
変

化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
30

歳
代
能
美
っ
子
対
象
の
故
郷
再
発

見
、
同
窓
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か

能
美
市
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
良

い
機
会
に
な
る
と
は
思
う
が
、
ど

う
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、

先
進
地
や
類
似
団
体
の
動
向
や
様
子
を

見
守
り
た
い
。

　
企
業
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
の
協
力

を
得
て
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
。

QQ AA
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水
道
料
金
の
引
き
上
げ

「
値
上
げ
理
由
の
説
明
が
な
い
」

と
の
意
見
が
あ
る
。
生
活
実
態
か

ら
の
声
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か

水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
し
て
い

く
に
は
、水
道
管
路
の
更
新
や
配

水
池
の
耐
震
化
等
を
促
進
し
、県
水
の

恒
久
的
受
水
が
必
要
不
可
欠
。

　
少
し
で
も
市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
３
カ
年
か
け
て
段
階
的
に
値
上

げ
す
る
も
の
。一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に

よ
る
財
政
支
援
を
行
い
、で
き
る
限
り

家
計
負
担
の
軽
減
を
図
り
た
い
。

平
成
28
年
度
水
道
会
計
は
黒
字
決

算
で
あ
る
こ
と
や
、
高
利
の
起
債

借
り
換
え
な
ど
行
い
経
営
の
健
全
化
を

図
り
、
市
民
負
担
と
な
る
料
金
引
き
上

げ
は
行
う
べ
き
で
な
い

借
入
先
へ
の
補
償
金
支
払
い
が
発

生
す
る
ほ
か
、借
り
換
え
た
企
業

債
に
新
た
な
利
息
が
発
生
す
る
た
め
、

費
用
が
安
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

　
借
入
先
と
の
協
議
に
も
時
間
を
要
す

る
こ
と
等
も
考
慮
し
、現
段
階
で
は
、借

り
換
え
の
予
定
は
な
い
。

 

Ｊ
Ｄ
Ｉ
能
美
工
場

５
億
円
の
助
成
金
は
税
金
か
ら
拠

出
さ
れ
た
も
の
。
条
例
に
基
づ
き

厳
格
に
返
還
を
求
め
る
べ
き

企
業
立
地
助
成
金
の
規
定
で
は
、

助
成
金
の
交
付
日
か
ら
起
算
し
て

５
年
以
内
の
休
業
等
で
あ
っ
た
場
合
に

返
還
を
求
め
る
こ
と
か
で
き
る
。

　
助
成
金
の
返
還
は
、
能
美
工
場
休
止

及
び
工
場
再
開
等
に
向
け
た
詳
細
な
内

容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
確
認
し
、
精

査
し
た
上
で
対
応
を
進
め
た
い
。

50
歳
以
上
の
従
業
員
で
は
30
人
が

リ
ス
ト
ラ
対
象
と
聞
く
。
働
き
盛

り
の
家
計
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
市
と

し
て
相
談
窓
口
を
設
け
る
等
、
雇
用
の

継
続
を
含
め
労
働
支
援
を
図
れ

早
期
退
職
希
望
者
と
し
て
、
国
内

で
50
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
に

２
４
０
人
募
り
、
希
望
退
職
者
に
は
、

ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
再
就
職
を

支
援
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
希
望
退
職
者
の
再
就
職
が
困
難
な
場

合
は
県
商
工
労
働
部
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
、
最
大
限
の
支
援
を
し
た
い
。
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現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
設

け
て
い
る
。
空
き
家
放
置
に
よ
る

倒
壊
、
屋
根
の
落
下
等
を
予
防
す
る
た

め
に
も
、
空
き
家
に
関
す
る
補
助
制
度

等
を
設
け
、
利
活
用
に
努
め
て
い
る
。

　
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
を
設
け
て
い
る

先
進
地
も
あ
る
が
、
県
内
で
実
施
し
て

い
る
市
町
は
な
い
。
能
美
市
と
し
て
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実
を
優
先
し
、

空
き
地
対
策
は
今
後
の
国
や
県
内
市
町

の
動
向
等
を
見
て
い
き
た
い
。

宮
竹
小
校
下
の
人
口
減
少
は
深
刻
。

均
衡
あ
る
地
域
発
展
に
は
市
長
の

秘
策
が
必
要
。
見
解
は
ど
う
か

宮
竹
校
下
は
決
し
て
住
み
難
い
と

こ
ろ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

保
育
園
や
Ｃ
Ｃ
館
、
小
学
校
、
大
学
院

大
学
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
も
あ

る
。
そ
の
魅
力
を
個
々
が
発
信
を
し
、

移
住
・
定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
そ
の

受
け
皿
と
し
て
近
接
す
る
地
域
で
の
宅

地
開
発
を

進
め
、
市

の
移
住
・

定
住
促
進

策
を
利
用

し
て
い
た

だ
き
た
い
。

 

産
業
振
興

第
２
次
能
美
市
総
合
計
画
で
は
、

上
清
水
産
業
団
地
も
産
業
振
興

ゾ
ー
ン
内
に
あ
る
。
将
来
の
土
地
利
用

計
画
は
ど
う
か

上
清
水
産
業
団
地
は
、
昭
和
46
年

に
適
正
な
工
場
の
誘
導
を
図
る
た

め
上
清
水
・
出
口
工
場
適
地
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
る
。
認
定
後
に
は
民
間
開

発
な
ど
に
よ
り
複
数
の
企
業
が
進
出
し
、

稼
働
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
企
業
へ
は
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て

お
り
、
進
出
意
欲
の
高
い
企
業
が
あ
ら

わ
れ
た
場
合
は
民
間
で
の
開
発
も
可
能
。

地
元
の
ご
尽
力
で
複
数
企
業
へ
の
分
譲

可
能
な
用
地
を
提
供
い
た
だ
け
る
状
況

に
な
れ
ば
、
市
で
も
産
業
団
地
整
備
を

検
討
す
る
準
備
は
で
き
て
い
る
。

 
人
口
減
少
問
題

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
方
法

と
し
て
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
空
き

家
・
空
き
地
の
活
用
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
空
き
地
に
も
具
体
的
な
施
策
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
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両
市
の
交
流
の
歴
史
が
わ
か
る
資

料
が
点
在
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

一
本
化
し
た
資
料
室
が
必
要
で
な
い
か

交
流
に
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
記
念
品

等
は
、
市
役
所
本
庁
舎
や
根
上
学

習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー
の
一

部
を
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
新
た
に
整
備
し
、
友
好
の
軌
跡

や
こ
れ
ま
で
の
交
流
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
貴
重
な
品
を
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

 
農
業
政
策

コ
メ
の
生
産
調
整
見
直
し
と
直
接

支
払
交
付
金
の
廃
止
に
よ
り
農
家

は
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
市
の

対
応
策
は

こ
れ
ま
で
同
様
、
国
県
、
Ｊ
Ａ
は

じ
め
農
業
団
体
と
連
携
し
て
需
給

調
整
を
行
っ
て
い
く
。
国
の
産
地
交
付

金
を
活
用
し
な
が
ら
、
生
産
調
整
特
別

助
成
事
業
や
、
地
域
振
興
作
物
助
成
事

業
を
継
続
し
、
農
業
者
の
経
営
の
安
定

化
に
対
す
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

農
家
の
減
少
に
よ
り
用
排
水
路
や

農
道
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
の
対
応
策
は

大
規
模
な
改
修
が
必
要
な
灌
が
い

施
設
を
主
体
に
国
庫
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の

か
ら
順
次
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

 

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
と
の
交
流

シ
ェ
レ
ホ
フ
市
で
の
歓
迎
会
で
は

市
民
サ
ー
ク
ル
の
歌
や
踊
り
が
披

露
さ
れ
る
。
能
美
市
で
も
地
元
の
歌
や

踊
り
を
披
露
し
て
は
ど
う
か

能
美
市
を
訪
れ
た
シ
ェ
レ
ホ
フ
市

の
皆
様
に
、
日
本
ら
し
い
舞
踊
や

音
楽
等
を
披
露
す
る
こ
と
は
さ
ら
な
る

文
化
交
流
に
つ
な
げ
る
機
会
と
し
て
も

重
要
で
あ
り
、
両
市
の
文
化
交
流
を
深

め
る
意
味
で
も
有
効
で
あ
る
。

　
来
年
は
能
美
市
が
シ
ェ
レ
ホ
フ
市
の

公
式
使
節
団
を
受
け
入
れ
す
る
年
に
な

る
。
日
本
ら
し
い
心
の
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
で
盛
大
に
お
迎
え
し
た
い
。

QA

QQ AA QA

近藤 啓子 議員
日本共産党

開道 昌信 議員
真政会

北野 　哲 議員
能美保守の会

居村 清二 議員
能美保守の会

▲歓迎夕食会ではロシアの歌や踊りで
　盛り上がりました

▲能美市をＰＲする観光大使の
　ハンディやしきさん

▲多くの外国人が通園する宮竹保育園
　異文化交流も魅力の一つです
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高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
自
動

車
事
故
が
社
会
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。能
美

市
も
例
外
で
は
な
く
、高
齢
者

が
安
心
し
て
運
転
免
許
証
を
返

納
で
き
る
環
境
の
更
な
る
充
実

が
必
要
で
あ
る
。

能
美
市
で
は「
能
美
市
高
齢

者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
」を
実
施
。市
内
に
住

む
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

て
、運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

後
、フ
リ
ー
パ
ス
券
の
申
請
を

し
た
日
か
ら
３
年
間
、「
の
み
バ

ス
」を
無
料
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。県
内
他
市
が
行
っ

て
い
る
支
援
制
度
と
比
較
し
て

も
遜
色
な
く
、新
た
な
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
よ
り
も
、現
状

の
取
り
組
み
を
周
知
徹
底
さ
せ

る
こ
と
に
注
力
す
べ
き
で
あ
る
。

返
納
支
援
制
度
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
連
携
し
、様
々
な
機

会
を
通
じ
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
や
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
自
主
返
納
と
公
共
交

通
機
関
の
充
実
は
不
可
分
な
関

係
で
あ
る
た
め
、関
係
部
署
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
等
を

提
言
し
た
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農

業
は
、担
い
手
の
減
少
や
後
継

者
不
足
が
非
常
に
深
刻
で
あ

り
、加
え
て
、獣
害
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
該
地
域
に
お
い
て
農
業

経
営
の
安
定
化
を
図
る
に
は

集
落
営
農
の
組
織
化
、法
人

化
に
よ
っ
て
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
、あ
わ
せ
て
市
が

新
規
就
農
者
の
自
立
や
認
定

農
業
者
の
育
成
を
支
援
し
て

担
い
手
を
確
保
し
た
り
、日
本

型
直
接
支
払
制
度
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

農
業・農
村
の
多
面
的
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
、獣
害
対
策

を
強
化
し
て
農
業
経
営
環
境

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、中
山
間
地
域
に
特

化
し
た
新
規
就
農
や
規
模
拡

大
に
関
す
る
支
援
制
度
の
創

設
、さ
ら
に
市
独
自
の
施
策
で

あ
る
生
産
調
整
特
別
助
成
事

業
、地
域
振
興
作
物
特
別
助

成
事
業
に
つ
い
て
も
、引
き
続

き
継
続
、更
に
拡
充
す
る
こ
と

を
提
言
し
た
。

能
美
市
全
て
の
保
育
園
が

「
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
」

と
な
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
キ

ラ
リ
と
光
る
特
長
あ
る
運
営

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

県
外
視
察
や
市
内
全
保
育

園
長
な
ど
と
の
懇
談
と
い
っ

た
調
査
研
究
の
結
果
、
子
育

て
支
援
に
は
家
庭
・
保
育
園
・

地
域
が
一体
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
こ
と
、市
の
保
育
理
念

や
方
針
は
、
五
感
を
使
っ
た
遊

び
が
感
性
を
豊
か
に
す
る
の

で
全
身
を
使
っ
て
遊
び
た
く

な
る
環
境
を
用
意
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、①
視

察
先
の
認
定
こ
ど
も
園
の
動

向
を
注
視
し
、保
育
園
で
の
学

力
・
体
力
と
保
育
士
の
指
導

力
の
一
体
感
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
検
討
す
る
、②「
あ
い
さ

つ
運
動
」
を
も
っ
と
「
見
え
る

化
」
す
る
、③
体
を
動
か
す
保

育
と
し
て
、
擬
音
語
・
擬
態

語
を
声
に
出
す
「
オ
ノ
マ
ト
ペ

方
式
」
な
ど
を
推
進
す
る
こ

と
等
を
提
言
し
た
。

　
平
成
28
年
９
月
の

中
間
報
告
を
踏
ま
え
、

対
象
を
「
学
校
で
の

い
じ
め
」に
絞
り
、教

員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
県
外
視
察

を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、学
校

現
場
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

し
て
、①
能
美
市
教
育
セ
ン
タ

ー
の
相
談
機
能
の
強
化
、②
能

美
市
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
の
推
進
、③
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実
、④
独

立
し
た
専
門
委
員
会
の
設
置
、

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

い
じ
め
へ
の
啓
発
と
24
時
間

の
相
談
対
応
を
提
言
す
る
。

　
さ
ら
に
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
、重
点
項
目
と

し
て
、⑥
市
や
学
校
の
取
り
組

み
の「
見
え
る
化
」、⑦
家
庭
・

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
体

制
を
推
進
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
の
啓
発
、⑧
家
庭
や

地
域
が
話
し
合
う
学
校
運
営

協
議
会
の
推
進
等
を
提
言
す

る
。

　委員会は、議案や請願の審査を行うほかに、所管に属する事務について調査活動を行うことができます。
　能美市議会では、常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを定め、委員会を通じて調査研究や意見交換な
どを行ってきました。定例会最終日に各常任委員長が所管事務調査の内容を報告しました。
　また、いじめ・虐待等社会問題対策特別委員会と議会の活性化に関する検討会からも調査報告がありました。
　調査報告の主な内容は次のとおりです。

所 管 事 務 調 査

総務

産業経済

教育福祉

いじめ

高
齢
者
の

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納

中
山
間
地
の

農
業
振
興

保
育
園・

児
童
館
の

運
営

委員会
行政視察

　議会では、毎年、行政視察を行っています。議員が先進地を視察し、広く見識を深め
ることにより市政の発展に寄与することを目的としています。
　今号では、３特別委員会及び議会の活性化に関する検討会の視察内容を報告します。

基地対策特別委員会 ●神奈川県厚木市　海上自衛隊厚木航空基地
「海上自衛隊の重要性及び日本海における役割」

綾瀬市と大和市にまたがる厚木基地は、米海軍と海上自衛隊が共同使用している。米海軍は艦載機基地とし
て訓練を行なっており、海上自衛隊は、日本海など日本周辺海域における潜水艦も含めた不審船や領海侵犯等
の警戒監視、北朝鮮のミサイル発射に対する情報収集等の監視、ソマリア沖等における海賊の警戒監視の他、
自然災害等の被災者や遭難した船舶・航空機の捜索、救助活動、離島での急患の輸送等も行っている。従来より
特に米軍の艦載機による騒音問題があるが、来年５月までに艦載機６１機の岩国基地への移駐が決まり、騒音問
題の改善が期待されている。
頻発している北朝鮮による日本海に向けてのミサイル発射に対しては、能美市としても常に危機管理意識を
持つとともに、あらゆる事態の想定も必要である。従って、小松基地との連携はもとより、日本海における監視体
制、安全確保の面からも、日本海を活動範囲としている厚木基地を含む海上自衛隊の役割を認識し、連携も視
野に入れていく必要がある。

広報特別委員会 ●静岡県菊川市　　「議会広報誌のリニューアル」
●愛知県北名古屋市「議会広報誌のリニューアル」

●議会広報誌のリニューアル
菊川市では、「議会広報が市民に広く読まれていないのではないか」ということからリニューアルを検討し、
他自治体の広報誌との比較やアンケート調査を実施。その結果「フリーペーパー」のような体裁にすることを
方針とした。
表紙は、市で行われている写真コンクールの入賞作を用い、隠れた観光名所を紹介。また、小学生の紹介や
市内諸団体の活動を掲載し、少しでも堅苦しいイメージを柔らかくしようという工夫がされている。
北名古屋市では、広報誌名を一般に公募し、議員で審査し決定した。表紙デザインも市内にある芸術系大
学と協定を締結し委託している。写真等を用いない斬新なデザインで、親しみやすくなったという声がある一
方で「マンガみたいで軽い」といった声もあるとのことであった。また、広報誌を横組みにし、従来の縦組みと
は違う柔らかな印象を与える工夫がされている。

議会の活性化に関する検討会
●議員定数および報酬の削減
泉南市議会は、昭和56年6月、議員定数を30名に削減し、その後、段階的に削減した結果、現在の16名と

なった。定数削減の過程の中、議会予算の削減、子供医療費の助成制度への財源確保のために、政務活動費
の廃止、月額50万円の議員報酬を45万円にする緊急要望などを行った。
●通年議会
大阪狭山市議会は、チェック機能、議会運営の在り方、透明性などを議論し、通年議会制を導入、年間350

日議会を開会している。大変さはあるが、必要な時にすぐに開ける事、突発事項に対応しやすい事、常任委員
会での調査が行いやすくなる事、専決処分ができなくなる事などのメリットはある。
●タブレットの導入
八尾市議会は、市の執行機関分も併せて100台600万円強で導入した。メリットは市執行部の紙の使用量
の削減。デメリットは端末にメモ機能がない事、通信機能の制限をした事による不便さがある。

いじめ・虐待等社会問題対策特別委員会 ●子どもの発達科学研究所「いじめ防止対策について」
●兵庫県西宮市「いじめ防止対策や発達障害について」
●滋賀県大津市「いじめ防止対策について」

いじめ等について調査研究を行っている公益社団法人「子どもの発達科学研究所」の講義を受講した。講義で
は、子ども達はいじめによって被害者・加害者共に大人になっても心の傷を抱えるという調査結果もあり、いじめ
をなくすことの重要性を学んだ。また、いじめは「傍観者」の意識を変えることが必要で、これには教師・子ども・家
庭の協力が大切で、支援するプログラムとトレーニングが必要とのことであった。
兵庫県西宮市の「こども未来センター」では、先進的に教育・福祉・医療の連携で子ども達を見守る取り組みを
視察した。
大津市では、市長部局にいじめ対策推進室を設置し、行動計画のもと相談調査専門員が第三者機関を設置し

て、子ども・家庭・地域にパンフレット等の啓発活動で、相談を拾い上げる予防・早期発見体制を作っていた。
これらの視察結果を参考に、家庭・地域・学校が連携したいじめ対策をさらに進めていきたい。

●大阪府泉南市　　「議員定数および報酬の削減他」
●大阪府大阪狭山市「通年議会他」
●大阪府八尾市　　「議会へのタブレットの導入について他」

　
政
務
活
動
費
に
関

し
て
は
、平
成
29
年

７
月
か
ら
領
収
書
等

の
閲
覧
を
開
始
す
る

ほ
か
、収
支
報
告
書
も
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
議
員
定
数
お
よ
び
議
員
報

酬
に
関
し
て
は
、議
会
報
告
会

で
の
意
見
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、全
議
員
へ
の
意
見
聴
取
の

結
果
を
踏
ま
え
、一
年
に
わ
た

る
慎
重
な
検
討
、協
議
を
行

な
っ
た
。そ
の
結
果
、議
員
定

数
お
よ
び
議
員
報
酬
と
も
に

現
状
維
持
と
す
る
こ
と
を
議

長
に
答
申
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

能
美
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
の
見
直
し
や
、完
全
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
合
理
化
の
観

点
か
ら
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
を
早
期
に
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、議

員
定
数
お
よ
び
議
員
報
酬
に

つ
い
て
は
、議
員
の
成
り
手
や

議
員
の
年
齢
構
成
、能
美
市

に
お
け
る
財
政
状
況
も
鑑
み

て
、平
成
33
年
改
選
時
に
あ
わ

せ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

活性化
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高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
自
動

車
事
故
が
社
会
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。能
美

市
も
例
外
で
は
な
く
、高
齢
者

が
安
心
し
て
運
転
免
許
証
を
返

納
で
き
る
環
境
の
更
な
る
充
実

が
必
要
で
あ
る
。

能
美
市
で
は「
能
美
市
高
齢

者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
」を
実
施
。市
内
に
住

む
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

て
、運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

後
、フ
リ
ー
パ
ス
券
の
申
請
を

し
た
日
か
ら
３
年
間
、「
の
み
バ

ス
」を
無
料
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。県
内
他
市
が
行
っ

て
い
る
支
援
制
度
と
比
較
し
て

も
遜
色
な
く
、新
た
な
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
よ
り
も
、現
状

の
取
り
組
み
を
周
知
徹
底
さ
せ

る
こ
と
に
注
力
す
べ
き
で
あ
る
。

返
納
支
援
制
度
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
連
携
し
、様
々
な
機

会
を
通
じ
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
や
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
自
主
返
納
と
公
共
交

通
機
関
の
充
実
は
不
可
分
な
関

係
で
あ
る
た
め
、関
係
部
署
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
等
を

提
言
し
た
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農

業
は
、担
い
手
の
減
少
や
後
継

者
不
足
が
非
常
に
深
刻
で
あ

り
、加
え
て
、獣
害
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
該
地
域
に
お
い
て
農
業

経
営
の
安
定
化
を
図
る
に
は

集
落
営
農
の
組
織
化
、法
人

化
に
よ
っ
て
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
、あ
わ
せ
て
市
が

新
規
就
農
者
の
自
立
や
認
定

農
業
者
の
育
成
を
支
援
し
て

担
い
手
を
確
保
し
た
り
、日
本

型
直
接
支
払
制
度
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

農
業・農
村
の
多
面
的
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
、獣
害
対
策

を
強
化
し
て
農
業
経
営
環
境

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、中
山
間
地
域
に
特

化
し
た
新
規
就
農
や
規
模
拡

大
に
関
す
る
支
援
制
度
の
創

設
、さ
ら
に
市
独
自
の
施
策
で

あ
る
生
産
調
整
特
別
助
成
事

業
、地
域
振
興
作
物
特
別
助

成
事
業
に
つ
い
て
も
、引
き
続

き
継
続
、更
に
拡
充
す
る
こ
と

を
提
言
し
た
。

能
美
市
全
て
の
保
育
園
が

「
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
」

と
な
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
キ

ラ
リ
と
光
る
特
長
あ
る
運
営

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

県
外
視
察
や
市
内
全
保
育

園
長
な
ど
と
の
懇
談
と
い
っ

た
調
査
研
究
の
結
果
、
子
育

て
支
援
に
は
家
庭
・
保
育
園
・

地
域
が
一体
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
こ
と
、市
の
保
育
理
念

や
方
針
は
、
五
感
を
使
っ
た
遊

び
が
感
性
を
豊
か
に
す
る
の

で
全
身
を
使
っ
て
遊
び
た
く

な
る
環
境
を
用
意
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、①
視

察
先
の
認
定
こ
ど
も
園
の
動

向
を
注
視
し
、保
育
園
で
の
学

力
・
体
力
と
保
育
士
の
指
導

力
の
一
体
感
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
検
討
す
る
、②「
あ
い
さ

つ
運
動
」
を
も
っ
と
「
見
え
る

化
」
す
る
、③
体
を
動
か
す
保

育
と
し
て
、
擬
音
語
・
擬
態

語
を
声
に
出
す
「
オ
ノ
マ
ト
ペ

方
式
」
な
ど
を
推
進
す
る
こ

と
等
を
提
言
し
た
。

　
平
成
28
年
９
月
の

中
間
報
告
を
踏
ま
え
、

対
象
を
「
学
校
で
の

い
じ
め
」に
絞
り
、教

員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
県
外
視
察

を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、学
校

現
場
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

し
て
、①
能
美
市
教
育
セ
ン
タ

ー
の
相
談
機
能
の
強
化
、②
能

美
市
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
の
推
進
、③
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実
、④
独

立
し
た
専
門
委
員
会
の
設
置
、

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

い
じ
め
へ
の
啓
発
と
24
時
間

の
相
談
対
応
を
提
言
す
る
。

　
さ
ら
に
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
、重
点
項
目
と

し
て
、⑥
市
や
学
校
の
取
り
組

み
の「
見
え
る
化
」、⑦
家
庭
・

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
体

制
を
推
進
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
の
啓
発
、⑧
家
庭
や

地
域
が
話
し
合
う
学
校
運
営

協
議
会
の
推
進
等
を
提
言
す

る
。

　委員会は、議案や請願の審査を行うほかに、所管に属する事務について調査活動を行うことができます。
　能美市議会では、常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを定め、委員会を通じて調査研究や意見交換な
どを行ってきました。定例会最終日に各常任委員長が所管事務調査の内容を報告しました。
　また、いじめ・虐待等社会問題対策特別委員会と議会の活性化に関する検討会からも調査報告がありました。
　調査報告の主な内容は次のとおりです。

所 管 事 務 調 査

総務

産業経済

教育福祉

いじめ

高
齢
者
の

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納

中
山
間
地
の

農
業
振
興

保
育
園・

児
童
館
の

運
営

委員会
行政視察

　議会では、毎年、行政視察を行っています。議員が先進地を視察し、広く見識を深め
ることにより市政の発展に寄与することを目的としています。
　今号では、３特別委員会及び議会の活性化に関する検討会の視察内容を報告します。

基地対策特別委員会 ●神奈川県厚木市　海上自衛隊厚木航空基地
「海上自衛隊の重要性及び日本海における役割」

綾瀬市と大和市にまたがる厚木基地は、米海軍と海上自衛隊が共同使用している。米海軍は艦載機基地とし
て訓練を行なっており、海上自衛隊は、日本海など日本周辺海域における潜水艦も含めた不審船や領海侵犯等
の警戒監視、北朝鮮のミサイル発射に対する情報収集等の監視、ソマリア沖等における海賊の警戒監視の他、
自然災害等の被災者や遭難した船舶・航空機の捜索、救助活動、離島での急患の輸送等も行っている。従来より
特に米軍の艦載機による騒音問題があるが、来年５月までに艦載機６１機の岩国基地への移駐が決まり、騒音問
題の改善が期待されている。
頻発している北朝鮮による日本海に向けてのミサイル発射に対しては、能美市としても常に危機管理意識を
持つとともに、あらゆる事態の想定も必要である。従って、小松基地との連携はもとより、日本海における監視体
制、安全確保の面からも、日本海を活動範囲としている厚木基地を含む海上自衛隊の役割を認識し、連携も視
野に入れていく必要がある。

広報特別委員会 ●静岡県菊川市　　「議会広報誌のリニューアル」
●愛知県北名古屋市「議会広報誌のリニューアル」

●議会広報誌のリニューアル
菊川市では、「議会広報が市民に広く読まれていないのではないか」ということからリニューアルを検討し、
他自治体の広報誌との比較やアンケート調査を実施。その結果「フリーペーパー」のような体裁にすることを
方針とした。
表紙は、市で行われている写真コンクールの入賞作を用い、隠れた観光名所を紹介。また、小学生の紹介や
市内諸団体の活動を掲載し、少しでも堅苦しいイメージを柔らかくしようという工夫がされている。
北名古屋市では、広報誌名を一般に公募し、議員で審査し決定した。表紙デザインも市内にある芸術系大
学と協定を締結し委託している。写真等を用いない斬新なデザインで、親しみやすくなったという声がある一
方で「マンガみたいで軽い」といった声もあるとのことであった。また、広報誌を横組みにし、従来の縦組みと
は違う柔らかな印象を与える工夫がされている。

議会の活性化に関する検討会
●議員定数および報酬の削減
泉南市議会は、昭和56年6月、議員定数を30名に削減し、その後、段階的に削減した結果、現在の16名と

なった。定数削減の過程の中、議会予算の削減、子供医療費の助成制度への財源確保のために、政務活動費
の廃止、月額50万円の議員報酬を45万円にする緊急要望などを行った。
●通年議会
大阪狭山市議会は、チェック機能、議会運営の在り方、透明性などを議論し、通年議会制を導入、年間350

日議会を開会している。大変さはあるが、必要な時にすぐに開ける事、突発事項に対応しやすい事、常任委員
会での調査が行いやすくなる事、専決処分ができなくなる事などのメリットはある。
●タブレットの導入
八尾市議会は、市の執行機関分も併せて100台600万円強で導入した。メリットは市執行部の紙の使用量
の削減。デメリットは端末にメモ機能がない事、通信機能の制限をした事による不便さがある。

いじめ・虐待等社会問題対策特別委員会 ●子どもの発達科学研究所「いじめ防止対策について」
●兵庫県西宮市「いじめ防止対策や発達障害について」
●滋賀県大津市「いじめ防止対策について」

いじめ等について調査研究を行っている公益社団法人「子どもの発達科学研究所」の講義を受講した。講義で
は、子ども達はいじめによって被害者・加害者共に大人になっても心の傷を抱えるという調査結果もあり、いじめ
をなくすことの重要性を学んだ。また、いじめは「傍観者」の意識を変えることが必要で、これには教師・子ども・家
庭の協力が大切で、支援するプログラムとトレーニングが必要とのことであった。
兵庫県西宮市の「こども未来センター」では、先進的に教育・福祉・医療の連携で子ども達を見守る取り組みを
視察した。
大津市では、市長部局にいじめ対策推進室を設置し、行動計画のもと相談調査専門員が第三者機関を設置し

て、子ども・家庭・地域にパンフレット等の啓発活動で、相談を拾い上げる予防・早期発見体制を作っていた。
これらの視察結果を参考に、家庭・地域・学校が連携したいじめ対策をさらに進めていきたい。

●大阪府泉南市　　「議員定数および報酬の削減他」
●大阪府大阪狭山市「通年議会他」
●大阪府八尾市　　「議会へのタブレットの導入について他」

　
政
務
活
動
費
に
関

し
て
は
、平
成
29
年

７
月
か
ら
領
収
書
等

の
閲
覧
を
開
始
す
る

ほ
か
、収
支
報
告
書
も
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
議
員
定
数
お
よ
び
議
員
報

酬
に
関
し
て
は
、議
会
報
告
会

で
の
意
見
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、全
議
員
へ
の
意
見
聴
取
の

結
果
を
踏
ま
え
、一
年
に
わ
た

る
慎
重
な
検
討
、協
議
を
行

な
っ
た
。そ
の
結
果
、議
員
定

数
お
よ
び
議
員
報
酬
と
も
に

現
状
維
持
と
す
る
こ
と
を
議

長
に
答
申
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

能
美
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
の
見
直
し
や
、完
全
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
合
理
化
の
観

点
か
ら
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
を
早
期
に
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、議

員
定
数
お
よ
び
議
員
報
酬
に

つ
い
て
は
、議
員
の
成
り
手
や

議
員
の
年
齢
構
成
、能
美
市

に
お
け
る
財
政
状
況
も
鑑
み

て
、平
成
33
年
改
選
時
に
あ
わ

せ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

活性化
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移住者
×
市議会

ず
っ
と
能
美
市
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
能
美
市
の
魅
力
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
。

特　集

７月２５日（火）、能美市に移住された
方々と意見交換を行いました。能美市
に住んで良かったことや外からみた
能美市の魅力などを語っていただき
ました。

〈
能
美
市
を
選
ん
だ
決
め
手
は
何
で
し
ょ
う
か
〉

■
吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。火
を
使

う
仕
事
に
適
し
た
場
所
を
探
し
て
い
て
、石
の
蔵
の
あ

る
家
を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
の
家
を
購
入
し
、ワ
ー

ク
・
イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス
制
度
を
利
用
し
て
窯
な
ど
も

備
え
付
け
ま
し
た
。

■
夫
が「
田
舎
の
家
が
欲
し
い
」と
い
う
希
望
が
あ
り

ま
し
た
。私
自
身
も
生
ま
れ
は
奥
能
登
な
の
で
田
舎

暮
ら
し
も
苦
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。ス
ー
パ
ー
等
も
近

く
に
あ
っ
て
利
便
性
も
よ
く
い
い
街
だ
と
思
い
ま
す
。

■
金
沢
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、小
松
市
と
行
き

来
し
て
い
る
と
、こ
の
辺
り
は
緑
が
多
く
て
素
敵
だ
と

思
い
ま
し
た
。

〈
能
美
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
点
や
悪
か
っ
た
点
は
あ

り
ま
す
か
〉

■
車
が
あ
れ
ば
こ
ん
な
便
利
な
と
こ
ろ
は
な
い
と
思

い
ま
す
。た
だ
、車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
不

安
で
す
。

■
海
外
か
ら
日
本
に
来
ま
し
た
。能
美
市
に
来
て
毎

日
生
活
が
楽
し
い
で
す
。ゴ
ミ
の
出
し

方
と
か
も
問
題
な
く
不
自
由
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
近
所
に
小
さ
な
公
園
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。大
き
な
公
園
が
あ
れ
ば
自
然
と
み

ん
な
が
遊
び
に
く
る
。そ
う
い
う
公
園

が
近
く
に
あ
れ
ば
子
育
て
に
も
最
適
で

移
住
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

■
以
前
、住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
は
、健

診
や
予
防
接
種
の
案
内
が
個
別
通
知

さ
れ
ま
し
た
。能
美
市
も
個
別
通
知
し

て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

〈
移
住
定
住
を
進
め
る
う
え
で
、行
政
や

議
会
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば

何
か
〉

■
日
本
の
家
は
柱
が
立
派
。空
き
家
に

な
っ
て
解
体
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

古
民
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
流
行
っ
て

い
る
の
で
、そ
う
い
う
支
援
が
あ
れ
ば

移
住
や
空
き
家
の
対
策
に
も
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。

■「
文
化
」や「
工
芸
」を
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
ど
う
か
な
。日
本
の
ク
ラ
フ
ト
は
需

要
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。地
元
の
文
化
を
育

て
て
い
け
ば
ブ
ラ
ン
ド
力
も
つ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

■
能
美
市
は
自
然
が
豊
か
で
の
ん
び
り
で
き
る
と
こ

ろ
が
魅
力
。そ
れ
を
売
り
出
す
こ
と
も
好
き
な
人
に

は
た
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

〈
外
か
ら
見
て「
能
美
市
の
こ
こ
が
素
晴
ら
し
い
」っ
て

い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
〉

■
夫
が
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い
て
、地
元
の
食
材

を
使
っ
て
い
ま
す
。「
国
造
ゆ
ず
」や「
加
賀
ま
る
い
も
」

な
ど
お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
る
の
に
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。加
工
や
調
理
の
仕
方
が
も
っ
と
広
ま
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

■
ず
っ
と
能
美
市
に
住
ん
で
い
る
人
は
、能
美
市
の

魅
力
に
気
づ
い
て
い
な
い
。地
元
の
人
に「
能
美
市
の

こ
こ
、す
ご
い
よ
ね
！
」っ
て
言
っ
た
ら「
行
っ
た
こ
と

な
い
」っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｒ
し
な
い
と
も
っ
た
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

〈
議
会
や
議
員
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
〉

■
議
員
と
話
す
機
会
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
新

鮮
で
し
た
。

■
議
員
活
動
が
身
近
に
感
じ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
も

見
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意見交換会は、市民協働まちづくりセンター「のみにこ」で行
われました。同センター内には「移住交流サロン」も定期的に
開設。地域おこし協力隊が住まいや行政サービス等、移住に関
する相談にものっています。
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ず
っ
と
能
美
市
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
能
美
市
の
魅
力
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
。

特　集
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イ
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。
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能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。

編 集 後 記

広報特別委員会　委員長：嵐 昭夫　副委員長：田中大佐久　委員：開道 昌信、近藤  博、山本　悟、仙台 謙三、北村 周士

　平成26年に制定された「能美市議会基本条例」の
なかに、議会は市民との意見交換の場を設け、その意
思を議会活動に反映するよう努めよという趣旨の条
文があります。今回、能美市へ移住・定住をされた若
年層の皆さんとの意見交換の様子をお伝えしました
が、今後も様々な世代、分野の皆さんとこのような場
を設け“開かれた議会”、“信頼される議会”たるべく

活動してまいりたいと考えております。
　秋は敬老会や運動会、文化祭、地域の祭りや町会行
事が各地で開催され、能美市の市民力が花開く季節で
もあります。大人も子どもも見せるその笑顔が、能美
市の住みよさを如実に表しているように思えてなりま
せん。

（北村周士）

『のみだより』へのご意見・ご感想や能美市
議会へのご意見などございましたら、下記の
宛先までお寄せください。

ご意見・ご感想
検索能美市議会映像配信

第55号　能美市議会だより 16

〒923-1297 能美市来丸町 1110 番地
能美市議会事務局
Ｔ Ｅ Ｌ：（0761）58-2240
Ｆ Ａ Ｘ：（0761）58-2295
Ｅ-mail：gikai@city.nomi.lg.jp

本会議の録画映像を
HPで配信しています

皆さまお気軽に傍聴に
お越しください

平成29年

12月定例会のお知らせ
（会期：11月28日～12月15日）

●11月28日㈫ 提案理由説明
●12月  5日㈫ 一般質問
●12月  6日㈬ 一般質問
●12月15日㈮ 委員長報告、
 討論、採決

７月

こんな活動していますこんな活動しています
総　務･･･総務常任委員会 議　運･･･議会運営委員会 基　地･･･基地対策特別委員会
産　経･･･産業経済常任委員会 全　協･･･議会全員協議会 いじめ･･･いじめ・虐待等社会問題対策特別委員会
教　福･･･教育福祉常任委員会 広　報･･･広報特別委員会 活性化･･･議会の活性化に関する検討会

  3日～4日

 広報視察（菊川市、北名古屋市）

  7日 広報（議会だより54号の編集）

10日～11日

 活性化視察（泉南市、大阪狭山市、八尾市）

13日 全協（副市長就任あいさつ他）

 広報（議会だより54号の再編集）

 活性化（政治倫理条例）

19日～20日

 いじめ視察（大津市、大阪大学中之島センター他）

21日 教福（各課報告）

26日 総務（各課報告）

 いじめ（調査研究）

27日 産経（各課報告）

  3日 視察受入（廿日市市：定住促進）

  9日 教福（各課報告）

21日 産経（各課報告）

22日 いじめ（調査研究）

 議運（第3回定例会会期日程）

 全協（第3回定例会会期日程）

25日 活性化（活動報告）

29日 議運（議事日程）

 全協（　 〃 　 ）

 本会議（開会、議案上程、提案理由説明）

  5日 議運（議事日程）

 全協（　 〃 　 ）

 本会議（一般質問）

  6日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）

  7日 予算決算常任委員会全体会

 総務、予算決算総務分科会（付託案件の審査）

  8日 教福、予算決算教福分科会（付託案件の審査）

11日 産経、予算決算産経分科会（付託案件の審査）

13日 活性化（活動報告）　　　

14日 予算決算常任委員会全体会

 議運（第4回定例会会期日程他）

15日 議運（議事日程）

 全協（　 〃 　 ）

 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）

 広報（議会だより55号のレイアウト案）

８月

９月


